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　谷代たにしろ歩あゆむはなにも考えられない頭で、初めてのキスを受けていた。

　細身で小柄の体にくりっとした目。まだ幼さが残るような顔立ちだが、今は色気を醸し出している。まとめていた長い黒髪は彼の指によって解かれた。

「ふあっあっ…あっ…」

　目の前では先ほどまで一緒に呑んでいた武良むら誉ほまれが自分を愛おしげに見つめてくる。

　切れ長の瞳で、じっと見つめられると恥ずかしくてたまらない。

　長身のせいで、どうしても歩がおねだりするような格好になってしまう。

（好きって錯覚しそう……。なんで、こんなことになってるの？）

　歩は体を開いているにも関わらず、武良を一方的に想っているだけで気持ちの確認などは何も出来ていない。

　異業種交流会に編集者の彼が来るということで、フリーライターの歩は喜んで出席した。

　武良は二十五歳の大手出版社勤務の有名編集者。

　色々な人間から注目されて勉強熱心だと評判だった。

　歩は二十歳で短大を卒業してすぐにライターになり、仕事の情報を貰えるならと色々なところに出向いている。

　酒の勢いも手伝って、楽しく彼と仕事の話をしていたことまでは覚えていた。

　思っていた通りの仕事人間で、交流会でも新しいチャンスや別の業種を見て勉強をしようと考えていたらしい。

　歩のように仕事を得ようと来る者も多い中、勉強のために参加していた武良は珍しい。

「酔うと甘えん坊になるね」

「……そう、ですか？」

「そうじゃなきゃ、こんなことになってないだろ？」

「……はい……」

　言い当てられて、歩は恥ずかしさで頬を染めた。

　普段は仕事モードで他人を寄せ付けない雰囲気を出しているが、歩は酒が入ると甘えたくなる。

　恐らく、武良にもそうして甘えてしまったんだろう。

「す、すみませ……っ……んっ」

「俺が流されてホテルに連れ出すと思う？」

「え……？」

　歩は朦朧とした頭で武良の言ったことを理解しようとした。

　けれどベッドに押し倒されてなにも考えられなくなる。

　すぐにブラウスのボタンを剥ぎ取られていくと、武良は止められないとばかりに胸を鷲掴みにしてくる。

「はっああっ！　い、いた…ぃ」

「ご、ごめん。大丈夫？」

「わ、私……はじ……めて、で」

（武良さんもまさか初めて？　なんだかぎこちないような）

　歩が恥ずかしそうに言うと、武良が戸惑いつつ微笑んだ。

「力、抜いて。それから痛いと思ったら言って」

「は、はい」

　武良はそろそろとブラを脱がすと、初めて男性の前で肌を見せたことに恥ずかしくなった歩は思わず手で隠す。

　しかし武良に手で払われて、そのまま先端を吸いつかれた。

「ふあっあああっ！　やっ…恥ずかし…」

「……かわい……このまま最後までいいよね？」

「……はい」

　歩は夢のような気分だった。

　憧れだった人と一つになれるのだから。

　まさか、初めてを彼に捧げられるとは思わなかった。

　今から彼に抱かれると思うと信じられない。

　武良は丁寧に先端を舐め尽くすと、すぐにショーツを下ろしてくる。

　裸にされてしまうと、歩は体を捩よじって逃げようとしてしまいたくなった。

　しかし武良に足を開かされて、溢れた蜜を掬われて舐めとられる。

「こんなにして。少し触れただけなのに」

「私……その……前から……」

（武良さんを好きだったなんて言えない。彼はもしかしたら遊びのつもりかもしれないし）

　歩が言い淀んでいると、武良はニッコリ微笑んだ。

「谷代さんの書いた記事は読んだりしてて、だから、一緒に話せた時、嬉しかった」

「あの……」

「努力家で、ちょっと周りが見えてない時もあるみたいだけど。そういうとき、手を貸したくなる。俺が傍で支えるのはダメかな」

「……あの、それって」

「谷代さんのこと、気になってたって意味だよ。好きってことかな」

　あまりの急展開に、歩はついていけなくなっていた。

　武良は容姿も淡麗で、女性から言い寄られることだって多いはずだ。

　歩以外だっていくらでもいるはずだと思わず卑下してしまう。

「私でいいんですか？」

「ここで俺のものにしたい。いいかな」

「幸せ、です」

　歩は目を潤ませ、幸せの絶頂を味わった。

　しかし、歩の口から武良のことを好きだと言う勇気はない。どうしても、ライターとしての仕事柄、編集者と関係を持つことに、自分の感情を混ぜていいのか分からなくなってしまうからだ。

　歩は組み敷かれると、足を大きく開かれて蜜口に熱が当てられる。

「んっ」

「ごめん、余裕ないかもしれない」

「私も……その……」

　ひやっとするような感覚に歩はふとした違和感を覚えつつ、貫かれる。

「あっあああっ！」

「痛くないか？」

　武良は気遣うよう歩の顔を覗きこみ頬に手を添えた。歩は額に汗をにじませながらも大丈夫だと答える代わりに武良の背中に手をまわす。

「いた……でも……こうしていたい」

「じゃあ……少し動くから」

　武良は腰をゆっくり動かし始めると、強引に隘路あいろをこじ開けられる。

「ひうっあっあっ！」

「ご、ごめん」

「つ、続けてください。私、武良さんと繋がっていたい」

　歩の熱っぽい誘いに、武良は頬を染めてそのまま腰を使い続ける。

「あっああっ……。やっあっ……」

「くっ……ナカ、狭いな」

　武良が喘ぎながらも、歩の胸をもみしだく。

「あっあっ……ああっ！」

　歩は頭を真っ白に蕩けさせて、武良に翻弄されていた。

　彼が童貞とも知らずに。

　武良は二十五歳、編集者、そして童貞だ。

　そして武良の想いは言葉通り本物で、この日、歩と真剣に付き合うつもりで避妊をせずにセックスに没頭したいと考えていた。

「あっあっあっ！」

　歩も痛みに慣れてきて、快感に酔いしれていく。

　武良は歩の蕩けた顔に誘惑されるように、腰を思い切り打ち付けてきて、最奥をズンズンと貫いてきた。

「はあっああっ！　奥っ……っ！」

「谷代さん……エロ……」

　武良の声に歩は自分が制御不能になっていることに気がついた。

　初めてなのに快感が頭を突き抜けるようで、何も考えられなくなってきている。

　吐息が荒くなって、自然と腰が揺れてしまう。

　体位を変えて、四つん這いにさせられると、後ろから思い切り突き上げられる。

「はっああっ！」

「こっち向いて？」

「これでいいですか？」

「うん……かわいい、谷代さん」

「そんな……武良さん」

　歩は蕩ける頭で、彼がお世辞を言っているんだと思った。

　歩も時には男性から誘われることはあるものの、彼の周りにいる女性たちに比べれば、自分なんてと思ってしまう。

　後ろから突き上げられて、歩ははぁはぁと息を求めて喘いだ。

「あっあっあっ！」

「蜜が溢れて止まらない。もっとしたいんじゃないのかな」

「で、でも……あっ！」

「俺はもっとしたいよ」

　ズンと貫かれ、歩は思い切り果てると武良がたっぷりと精を放つ。

「んあっああああっ！」

（アツい……これ……これって……でも、止められない）

　完全に男女の仲になったことを実感したものの、歩はまだ夢を見ているようだった。

　しかし武良はまだまだこれから、というように、歩の体を堪能し始める。

　武良は仰向けになり、歩を跨らせ、彼女の蜜口に男根を咥えさせる。

「ンンッ」

「はぁ……はぁ……ねえ、谷代さん。こんなに頑張らせて平気？」

「もっとして欲しいくらいです」

　歩は武良とは一晩だけの関係で終わると思い込み、たっぷりとせがんだ。

　彼の言葉は甘い誘惑に過ぎず、この後は捨てられるだろうと思ったのだ。

　淫乱だと思われようが、この夜だけは彼を独占出来るのだ。

　自ら腰を振ると歩の体内で熱が暴れ出す。

「あっ……ああっ！　さっきより、感じ……ちゃ」

「じゃあ、もっとよくしよう」

　武良は腰を動かして突き上げてきた。

「ああああっ！」

　一気に頂きを昇り詰めてしまうと、武良はうめく。

「うっ……。ごめ……また……」

（えっ）

　武良の言葉を呑み込めずにいる歩とは関係なく、武良は大量に精を放ってくる。

「ああああああっ！」

　絶頂を味わうと同時に、歩の意識は混乱の中にあった。

「谷代さん、まだしていいよね？」

「……はい。もっとしてください」

（処女でいきなり赤ちゃんなんて、出来ないよね……）

　混乱の中、歩は武良にたっぷりと抱かれ、精を注がれ続けた。

　彼は絶倫なのか、一晩中続くと、歩はぐったりして翌日は体を動かすこともできなくなっていた。

　武良は仕事があると言って連絡先だけ置いて帰ると、歩はぼんやりベッドの上で考えた。

（大丈夫、だよね……）






　――一ヶ月後。

　生理が来なくなった二週間後に検査薬を使ったところ、結果は陽性。

　歩は武良の連絡先に電話をしたものの、連絡が取れず、妊娠を一人産婦人科で確認して、呆然としていた。
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　――八年後。

　妊娠発覚後、歩は一時的に実家に戻り、一人娘の雛ひなを出産、あっという間に一歳になり、保育園に上がる歳になった。やがて保育園も卒園しようやく小学一年生に。

　まだまだ目が離せないが、雛も一人で出来ることも増えた為、実家近くに安いアパートを借りて二人暮らしをしていた。雛はもう七歳になった。

　二十歳で妊娠し、雛を出産した時は先も見えずにどうなることかと思った。

　両親からは武良に頼れと言われたが、彼とは連絡が取れなくなってしまったのだ。

　自ら探す勇気もなく、歩は一人で雛を育てる決意をして今に至る。

　歩はフリーライターで、武良は大手出版社の編集者だ。

　事が明るみになれば、歩は仕事がしづらくなるし、武良は会社を辞めないといけなくなるかもしれない。

　互いに勢いに任せて一晩の関係を持ってしまった。

　憧れだった人とたった一晩だけでも気持ちが通じ合い、その結果子供が出来たのなら、仕方ないと自分を納得させ、歩は必死に子育てと仕事を頑張って生きてきたのだ。

　武良が今なにをしているのかは分からない。

（あれだけ熱っぽく抱きしめておいて、メールの一つもくれないなんて）

　やはり一晩だけの関係だったのかと、武良のことは忘れるべきだと歩は踏ん切りをつけたのだ。

「お母さん、ご飯～」

「雛、目玉焼き出来たから取りに来て！」

　歩が言うと、雛がすぐに来る。

　ソーセージと一緒に焼いた目玉焼きとサラダが添えられた皿を持つと、雛は嬉しそうにテーブルに運んで行った。

　歩も自分の目玉焼きと二人分のトーストをトレイに載せて運ぶと、忙しく動き回る。

　歩が学校で飲むお茶を水筒に入れ用意したり、朝食用の牛乳をカップに注いだり。

　自分がほっと座る頃には雛はケラケラと動画を見ながら呑気にパンに齧かじりついている。

「動画を見ながら食べないの！」

「だって～」

「目が悪くなるって言ってるでしょ？」

「そんなことないよ。時間は守って見てるって」

「ご飯の時は動画は見ない。お母さんとおしゃべりって決まりじゃない」

　歩はそう言うと、雛は不貞腐れたような顔をしてスマホをテーブルの隅に追いやる。

　そして歩を見つめてくる。

「お母さん、そういえば集金があった」

「もうっ！　いくら？」

「知らな～い。連絡帳に袋が入ってる～」

　歩は慌ててランドセルから集金袋を取り出すと五百円とある。

（全く……。昨日教えてよ）

　財布から五百円を見つけて袋に入れると、連絡袋に入れた。

　そして朝食を再開すると、雛は楽しそうに今日の学校の授業が楽しみだと話し出す。

「今日は図工で工作の続きするの！」

「そういえば、紙コップで工作してるって言ってたね」

「うん。紗夜さやちゃんが絵が上手だねって褒めてくれたんだ」

「へえ。最近は絵も上手くなってきたんだ」

「他にもね、勉強も好きだし、音楽も好き！」

「そっか……」

　歩は雛が才能の塊だと思う時がある。

　武良が優秀な男なら、その才能を引き継いでいてもおかしくない。

　歩は子供の頃から才能に溢れた子供ではなかった。

　雛が武良に似ていると感じて、思わずため息が漏れる。

　やはり、経済的にも精神的にも父親がいる方がいいのではと頭によぎってしまう。

　今は雛を育てることと仕事を生きがいに、日々を過ごしていた。

　二ＤＫのアパートに雛と住み出して半年以上になるが、二人の生活も慣れてきていた。

　しかし、何かと学校の行事もあったりする為、やはり助けが欲しくなる時もある。

　特に、今日のように都内に仕事を求めて営業に出向くとなると、雛の帰宅時間までに戻れるか不安だ。

　念のため母親に相談して雛は学校から実家に帰るように言ってあるが、遅くなったら可哀想だ。

　雛には出来る限り寂しい思いをさせたくないという思いが強く、歩は、夜遅くに行われるイベントや打ち合わせなどを断ることもあり、仕事が順風満帆というわけでもなかった。

　子連れだと言うといい顔をしない人もいて、結局落ち着いて働けるところが、育児系雑誌のライター業務だった。

　今日はずっと気になっていた会社に、試しに出向いてみるつもりだ。

　準備を済ませて電車に乗ると、歩はふと、武良のことを思い出す。

（今頃幸せな結婚生活を送ってるんだろうな）

　切れ長の瞳に、引き締まった口元、長身の見た目、そして仕事は早く抜けもない。

　社内外の女性から武良の評判は良かった。

　彼にとって歩はただの遊びだったんだろう。

（汚点というか、なんで彼の上辺だけの言葉を信じちゃったんだろ）

　歩は快感に酔いしれて、彼の本心を見抜けなかったことを恥じた。

　勢いのままに精を注がれて、そして子供が出来たことに怒りを感じてないわけじゃない。

　ただ、それを覆い隠すように恋心が邪魔している。

（忘れよう。黒歴史みたいなものだもの）

　歩がぼんやり考えていると、目的の駅に到着した。

　階段を上がって改札を抜けると、訪問する会社まで地図を見て進んだ。

　到着すると、新しいビルの中の三階にあるという。

　エレベーターで上がり三階に到着すると、歩は受付に名前を書いて近くの来客用の椅子に座って待った。

　すると横の通路から男性がふっと出てきた。

　男性の顔を見た途端、一瞬思考が停止する。

（えっ？　武良さん……!?）

　バレたらいけないと思い、咄嗟に俯いてごまかそうとする。

　しかし、武良は受付の用紙を確認するとすぐに歩の名前を呼んだ。

「谷代さん？　谷代さんだよな？」

「は、はい」

「あ……。どこから話せばいいんだろう。ごめん。ちょっと混乱してる。今日、谷代さんって人が営業来るって聞いてただけだから」

　武良は苦笑して頭をポリポリ掻いて、困り顔だ。

　歩も苦笑いしつつ、平静を装った。

「色々込み入った話もしたいから、応接室でちゃんと話そうか」

「……はい」

　以前と変わらず、切れ長の瞳だが、口元や目元が少し優しくなったような気がする。

　長身だが、筋肉質な体になった気がした。髪の毛は整えて流し、落ち着いた雰囲気が漂っている。

「本当に久しぶりだね……仕事はどう？　大変じゃない？」

「色々と大変です」

「変な噂とか流されたりしてないかな」

「変な噂？」

　歩は首を傾げると、武良はにっこり微笑んで首を振った。

「なんでもない。応接室はこっち。一応、この会社の経営と編集長やってる」

「そ、そんな。ここ、武良さんの会社……」

　知ってたら来なかったと言いたかったが、この会社に営業に行かない理由はなかったのだ。

　最近急成長している出版社で、海外支社もあるかなりグローバルな会社で有名なのだ。

　育児雑誌ばかりの歩にとっては、新天地を求め新しい視点を持った人間の元で仕事がしたいと思って、営業をかけるために時間をとった。

　まさか武良がと思ったが、彼の実績を考えると合点がいく。

　大手出版社で多数の本を出し、その後に実力をつけて起業、さらに飛躍の為に海外へ。

　何もかも夢を叶えていくところは武良らしく、その横で健気に支える女性がいるのだろうと思うと、少し悲しくなる。

　応接室に案内されると、事務員らしき女性がすっとお茶を運んできたので、歩は頭を下げた。

「すみません、忙しいのに」

「いや、忙しいのは谷代さんの方だろ？」

「い、いえ」

「シングルマザーでライター業務してるの知ってるんだよ？」

「……な、なんで、それを？」

　慌てて答えるが、その先の言葉に詰まってしまう。

「俺の方でも色々あってね。俺と谷代さんとのことが同僚に知られていて、営業に来たライターに手を出してる卑劣な奴だって、社内に怪文書ばらまかれてさ」

「そんな……」

「でも実際、手を出したのは事実だからね。その件をきっかけに会社を辞めて起業して、今に至るんだ。まあ、俺のこと妬んでる奴が多いのは知ってて放置したのも悪かったんだけど、まさかそこまでするとは思わなくて、呆れて見切りつけたっていうのもあるよ。みんな本気で信じてたからね。どこかで足を引っ張りたかったのかもしれない」

　武良は懐かしそうに言うが悲しそうな顔をしていた。

「その時に私がシングルマザーだって分かったんですか？」

「分かったのはそれからまだ先だよ。その絡んできた男がしつこくてね。起業しても、いたずら電話とかメールで、相手の女は妊娠してるって何度も言ってくるから。心配になって調べさせたら、本当だったんだ。今まで本当に申し訳なかった……」

　武良は頭を深く下げた。

「今までどうして連絡がつかなかったんですか」

「谷代さんの状況を知った時、ちょうどアメリカで支社を立ち上げる真っ最中だったんだ。俺がいないと仕事が分かる人間もいない。それに、谷代さんに会う勇気もなかった。もう生まれて時間も経ってたし、完全に無責任なことしてるって自覚してたから」

「そう、ですか」

　歩は肩を落とした。

　雛が何歳頃に武良が事実を知ったか分からないが、一度でもいいから連絡が欲しかった。

　彼が仕事人間なことは分かっていたし、アメリカ支社の立ち上げがなかったら、彼だって世間にここまで認められていないだろう。

　彼から勇気がなかったと言われても素直には頷けないが、受け入れるしかない。

「その……子供に会わせてもらうことは出来ないだろうか。面倒も見たいと思ってる」

「え？」

　歩は顔を上げて目を点にした。

「別に、武良さんには関係ありません」

「久しぶりに会って早々、申し訳ない。でも、何か力になりたいんだ」

（私はもう雛と二人で生きてくって決めてるんだし）

　歩はそう決めると、武良を見つめた。

「仕事の話をしてください。もう昔の話ですから」

「いや、俺には責任がある」

「特に何もありません。私がシングルだろうとなかろうと、今の武良さんには何も関係がありません」

「関係はある。少なくとも、現状俺には金を払う義務があるはずだ」

「あ、ありません！　武良さんの子供だって分かったとしても、別に要りません」

「そういう問題じゃない。父親としての責任だ。少しずつでも良いから力になりたいんだ」

　武良の言いたいことは分かるが、素直に頷けない自分がいる。

「何より俺が傍にいれば、男として二人を守れる」

「そう、ですけど」

「谷代さんが一人で仕事に打ち込む間、俺が子供を見てることも出来るし、俺が家事をすることも可能だ」

「……そう、なんですけど」

　歩は武良の押しにたじろいだ。

　最初こそ失礼な言い方だと思ったが、真剣に歩と雛のことを心配してくれているのは分かった。

　しかし、本当に大変な時期はもう終わったのだ。

　赤ちゃんで夜泣きが大変だった時、そして保育園の送迎でヘトヘトになりつつ仕事をしていた時、熱が出て思うように仕事が出来なかった時など、助けて欲しい時は山ほどあった。

　そんな時に武良が傍にいてくれればと何度思ったことだろう。

　あまりの孤独感で時には涙しつつ、必死に雛を育ててきたのだ。

　自分の過ちを反省し、今ある命を大切にしようと懸命だった。

　こんな風に雄弁に語られても、もう大変だった時期は終わりを告げ、雛は身の回りのこともある程度自分で出来るほど成長し、熱でうなされても大きく慌てることもなくなった。

「まだまだ手がかかる年齢だと思うんだ。何でも良い。力になりたいんだ」

「そう、ですね。でも、もう今更なんですよ」

「今更？」

「八年会うことがなかったことが、武良さんが私たちに関心がなかった証拠です」

「違うんだ、仕事を優先してしまって……」

「それは言い訳です。私は仕事も育児もしたから」

「……っ」

　歩ははっきりそう言うと、武良が寂しそうに肩を落とした。

　思えば、妊娠出産をきっかけに、歩の世界は一変した。

　友達が遊びを楽しむ横で、仕事だと躍起になり営業をかけてみたり、自分を売り込むため、異業種の集まる飲み会に参加してみたり、体を壊し兼ねないような仕事の仕方だってしていた。

　母親が面倒を見てくれたから、なんとかこなしてきたが、仕事を軌道に乗せようとこの八年間は必死だったのだ。

　武良も大変だったろうが、彼は育児をしていない。

　悠々と時間を楽しみながら、新しい仕事に打ち込んでいたのだろう。

（今更頼れることなんて、新しい仕事くらい）

　歩はそう思い直すと、武良をじっと見た。

「何か新規のお仕事ありませんか？」

「あ、いや……。うん、じゃあ、谷代さんにお願いしたい仕事があるから」

　そう言って、スマホを見せられる。

「こういう、ネット記事も書けるかな」

「もちろんです。題材はなんでしょうか」

「男女の恋愛観についてとか、結婚観についてとか」

「そういうサイトなんですか？」

「うん、まあ、うちの会社で運営している女性向けのサイトなんだ。最初は俺がテーマを伝えるから書いてほしい」

「恋愛観と結婚観、ですね。わかりました」

「谷代さんの考えとか入れていいから」

　武良は少し恥ずかしそうに言うと、歩をじーっと見つめた。

「知人に取材したり、アンケート取ったりして記事を書きます。ご心配なくお任せください」

「う、うん。任せる。最近、この手の読み物はよく読まれるから、まずはサイトの目を引きたい」

「わかりました」

「それから、この仕事をきっかけにうちの専属ライターにならないかな」

「え？」

　歩は驚いて顔を上げた。

　そんな話はほとんど聞いたことがない。

「私が、この会社の専属ライターですか？」

「うん。うちに関わるサイトのライティング業務をやってほしい。谷代さんなら実績があるから問題ないだろう。それに、定期的にお金も渡せる」

「でも……。待って。お金も渡せるって」

「あくまで仕事としての報酬だよ。谷代さんのライターとしての腕を見込んでのことだ」

「そう、ですが……」

　歩は困り果てた。

　結局、足元を見られたのかと思いつつも、淡い恋心がふわりと蘇り、彼の傍にいられることが嬉しいと思っている自分に気付いて少し驚く。

　だが悲しいことに、互いが利害の一致の上でしか成り立たなくなっていて、昔のように純粋に好意がある関係には戻れなくなっていることにも気がついた。

（私が武良さんを今さら好きになっても、もう互いの利害のためってことになるってことかな）

　歩は肩を落とすと、武良がポンと肩を叩いた。

「よろしく。作業は家でする？　それともうちの社内？」

「えっと。自宅で。他の仕事もあるので」

「そっか。じゃあ、仕事の話は決まったし、これから末長くよろしく」

（末長く……って）

　歩は笑いそうになりつつ、ノートとスマホをバッグにしまうと電車に乗って帰宅した。

　ヘトヘトになって小さめのソファで横になっていると、武良からメッセージが届いた。

　仕事かと思いすぐに確認する。






『娘さんの帰宅時間間に合った？　何か困ったことがあれば力になりたい』






「え……」

　歩は絶句した。

　仕事のメールどころか、完全に近しい人からのメールだ。

　返信すべきか悩んでいると、さらにメールが届く。






『君を支えたいんだ。力になりたい』






「だから、なんなのっ。うちにはばあばっていう存在がいるので！」

　スマホに怒鳴ると、またメールが来た。

　歩はそっとスマホの電源を落とした。

　きっと飽きるまで向こうはメールを送り続けてくるだろう。

　こちらの状況を把握したのだし、事細かに毎日連絡したくなるのも分からなくもない。

　しかし、これには歩も頭を抱えたくなった。

　なぜなら、今までの八年間、武良がいなくともシングルマザーとしてなんとかやってこれたからだ。

　実家を頼ったり、雛に我慢させたり大変だったが、なんとかやってきた。

　すると自然と、なんとかなるものだなと思えてきて、武良が父親としての行動を起こしてくれたとしても、もう心は無反応なのだ。

（二十代の楽しみと引き換えに雛を育てたんだから、重みが違うのよ）

　歩はそう自分に言い聞かせると、肩を落とした。

　青春を謳歌して、新しい恋をしたり楽しく旅行したり、美味しいご飯を食べたり、そんな楽しみと引き換えに雛を育てていた。

　今さら代わりにやると言われても、そんなものは手が足りていると思ってしまう。

　強がっていると自覚しているが、八年分の重みだ。

　しばらくして、スマホの電源をつけると武良から大量にメールが来ていた。

　ほとんどが心配するメールだった為に消去したが、最後のメールに思わず手を止めた。






『改めてもう一度、二人きりで話せませんか？』






　一瞬、歩は何も考えられなくなって、頭がパニックになった。

　武良が何を考えているのか分からないのは当然として、本来の求めているものを差し出されたからだろう。

（そ、そんなこと言われたって……雛もいるし）

　歩が断ろうと思っていると、さらにメールが送られてきて連れて行きたいレストランや公園が表示される。

　武良を詰なじる気持ちはあるが、歩は自分の気持ちを整理するため武良と会って話そうと決める。

　歩は胸の高鳴りが抑えきれず、勢いのままスマホを手にして返事をしていた。






『分かりました。もう一度話し合いましょう』






　素っ気ないメッセージを送ると、歩は頬を真っ赤に染めた。

　武良のことをまだ好きだと自覚していく。

（自分の気持ちを整理したいから行くだけ……）

　そう言い聞かせてみても、心臓は鳴り止まない。

　もし武良がまだ自分を好きなら、みんなが見惚れる男を、八年も惑わせていることになる。

（そ、そ、そういうわけじゃなくて…）

　歩が赤面していると、雛が帰ってきた。

「ただいま～！　お母さん、仕事どうだった～？」

　歩は戸惑っていた顔を必死に戻して、雛を見つめる。

「あの、雛。今度の日曜日、予定があるからばあばのところ行っててくれる？」

「うんいいよ。それより、今度隣の駅のお店でお友達と買い物に行きたいんだけど」

「隣の駅？　いいけど。私もついていこうか？」

「雛はお友達と二人で行くの！　じゃあ、宿題あるから！」

　そう言って部屋に籠ると、歩はほおっとため息を吐いた。

　大変だった時期は過ぎ、手が離れるとどんどん自立していく。

　そんな時に、武良と再会なんてあまりにタイミングが良すぎて、色々と考えてしまう。

（どうしよ。着ていく服が何もない。買わないと）

　スマホを見ながら、歩は頬を少し染めつつワンピースを見つめた。

















武良ｓｉｄｅ　～いつものコーヒー～












　武良は歩に数通メールを送り返事が来たことでホッとして、伸びをしていた。

　しつこくするのは嫌いだったが、歩が簡単に受け入れるとは思えず、必死に押し切る作戦に出たのだ。

　普段はあまりメールもしないのだが、もはや猶予はないと思える。

　歩は昔と変わった気がした。

　以前より強い女性になったような気がする。

　そのせいか、簡単に手に入らないような気がして余計に武良の気持ちは煽られていた。

（八年の間に彼女は、母になって大人になったんだな）

　手が届かないような思いに駆り立てられて、武良は歩にまたすぐに会いたくなる。

　そんな時、スッとカップが差し出された。

「武良さん、コーヒーです」

「あれ？　頼んだっけ？」

「お疲れみたいだから淹れました。コーヒーに砂糖いっぱいですよね？」

「助かる」

　武良は差し出されたコーヒーを受け取り、一口飲むと女性社員にメールを見られてないか不安になり、チラリと見つめた。

「お茶汲みより、企画書考えたり、記事の添削してくれる方が助かるから」

「わかりました。武良さんのところで働けるの嬉しくて、少しでも頑張れたらと思ったんです」

「ありがと」

　武良は女性に伝えると、甘いコーヒーを流し込んだ。

















第二章　ほぼＤＴ、ほぼ処女












　週末金曜日、午後四時ごろ。

　まだ外は明るいが、ひんやりした空気が立ち込めてきた。

　歩は待ち合わせ場所のレストランに来ていた。既に約束の時間となっているが、まだ彼の姿は見えない。

　育児と仕事に忙しくしていた為に、野暮ったい服しか持っておらず、慌てて服を買い足して、ロングスカートとタートルネックにネックレスを買い、ヒールを履き、少しでも女性らしく見えるよう整えたつもりだ。

　普段は手入れもまともにしていない指先に、髪の毛だって一つにまとめる程度しかしていない。

　どうやったら綺麗に見えるだろうと前日からネット検索して、気合を入れてしまう。

　別にデートというわけではないのに、なぜだか胸が高鳴って嬉しくて仕方がない。

　普段行かないところに行くせいだと言い聞かせて身なりを整えると、髪の毛もなんとかシニヨンにまとめて、指先はセルフネイルでピンクベージュに塗った。

　雛を母親に預けるとき、どこに行くの？　と怪しまれたが、新しい仕事の打ち合わせだと誤魔化した。

　まだ雛の父親だと打ち明けるのは早い気がする。

　雛にも父親と対面させる勇気もない。

　そんなことをぼんやり考えていると、武良が向かい側の通りから息を切らせて走って来るのが見えた。

「遅れてごめん。打合せが長引いてしまって」

「いえ。だったらキャンセルでも良かったんですけど」

「そんなわけにはいかない。今日は大事な日だ。ここから見る夕焼け、綺麗だから楽しみだな」

「そうなんですね」

（夕焼け……。最近まともに見たことないな）

　今までバタバタしていて、日暮れをのんびり見つめるなんてことはなかった。

　仕事が遅めに終わると、電車の中で寝てしまうこともあって、のんびり星を見たり夕日を見たりすることなんてなかった。

「入ろうか」

　武良に促されて店に入ると、店内は吹き抜けで開放的だった。

　雛や母親と行く近くのファミレスと違って、おしゃれな雰囲気がそこかしこにある。

　店員に案内されて席に座ると一面が窓になっていて、武良に言われた通り、ぼんやり見ているだけでも、都内の夜景や夕暮れが堪能出来そうだ。

「綺麗ですね」

「普段忙しいだろうから、こういうところはどうかなと思って」

「確かに、すごく良い気分転換になります」

　歩は思わず本音を言っていた。

　いつまでも否定的な言葉ばかり浴びせても彼とは平行線な気がするからだ。

「八年前のことを話しても良いだろうか。谷代さん、頑張っているなって感心していたんだ」

「そうですか」

「前から谷代さんのことは知っていて、若いのに精力的に活動してるって噂だったんだ。ただ、俺から仕事を頼む機会はないし、話すチャンスが欲しいなと思っててね」

「あの頃は、細々とした仕事ばかりでしたけど、そこら中に名刺配っていたから名前は知られていたんですね」

「うん。どこもライターは足りてて、谷代さんに新規で仕事となると、まだ頼めなくてね。でもめげないところが気になってた」

「そう、なんですか？」

「偶然、あの飲み会で会えた時、ちょっとでも近づけたらなと思ってたんだ」

「……え、ええ」

　歩は不思議な気分だった。

　誰もが知ってる武良ではなく、歩のことを知って気にしていたとなると、あの晩の関係はどういう意味になるのだろうと考えてしまう。

　深く考えないようにしようと葬り去ったが、また思い出してしまいそうだ。

「起業して今の会社作って、海外支社を立ち上げた後、しばらく海外にいたんだ。向こうの女性って積極的でさ。そのくせ、恋愛関係なのか友人関係なのかアバウトなんだよ」

「……というと？」

　歩は思わず身を乗り出して聞いてしまう。

　海外の恋愛事情はよく分からないし、武良がどんな生活を送っていたか垣間見れる気がしたからだ。

「体の関係を持ってようと、彼女でも彼氏でもないってこと。だから、俺は真面目に男女の仲を断り続けて……、あの日以来谷代さん一筋ってわけ」

「は、はあ……」

（八年も想われて……た？　本当に？）

　歩は首を傾げた。

　彼ほどの人間なら、日本にいるうちに色々な女性と関係を持っているだろう。

　歩一筋だとアピールしたい気持ちも分かるが、流石にそれはないと思ってしまう。

　自分はあの晩に処女も捧げて人生も一変したが、武良はそこまで深く考えてないような気がしている。

　彼が色々な人と交流があるのは知っていたし、女性は選び放題という状況だったのも噂で後から聞いた。

　歩一筋だなんて、信じられない。

　運ばれてきた食前酒とメニューを見ながら、歩はメニューを広げた。

「どれがいいでしょうか？」

「俺が選んだのでいいなら、適当に選ぶよ。それともコース料理にする？」

「じゃあ、武良さんが選んでくれたものを食べてみたいです」

「ここの魚美味しいんだ。それからサラダにパスタ。チーズの盛り合わせ」

「美味しそう」

　歩は思わず微笑んだ。

　普段食べている食事と違って、自分が作らないだけでも幸せなのに、綺麗に盛り付けられて用意され、美味しい食材が使われていると思うと期待してしまう。

　武良はすぐに注文すると、歩ににっこり微笑んだ。

「さっきの話の続きだけど……」

「はい？」

「あの晩。俺にとって君が初めての人だった」

「は、はい？」

　歩は思わず椅子から落ちそうになるほどの衝撃を受けた。

　こんなオシャレなレストランで、自分が童貞だったことを告白するイケメンがいるだろうか。

　つまり、今なお、ほぼ童貞で、あの日以降ずっと歩に想いを抱いているということになる。

「よく、経験豊富だろうと思われがちだけど、俺はあの晩、初めて女性の肌に触れたんだ」

「う、そですよね？」

　武良の目がキラキラと輝いていて、歩は顔を引き攣らせた。

　恐らく、八年前の甘いひとときを思い出しているのだろう。

　確かに、快楽に溺れて、歩も思い出すと切なく甘い時間が蘇るが、その後の現実を思うと、歩の場合は自分に叱咤したい気分にもなる。

「嘘じゃない。さらに言えば、アメリカでもずっと君のことを考えていた。そして今に至る」

「つ、つまり」

「言わなくても分かってくれるかな」

（ほぼ童貞ってことでしょ！　私と一緒じゃない！）

　歩は頭を抱えたくなった。

　まさかあの晩、二人が童貞と処女で愛し合い、そして子供が出来てしまうなんて。

　確かにあり得ないことじゃないが、自分の不用心さに呆れてしまう。

　彼がぎこちなく動いていたことや、避妊を怠り快楽に負けていたことを思えば、そんなこともあるかもと想像もついたかもしれない。

　彼の容姿に惑わされて、童貞だと見抜けなかった。

　しかし問題はそこじゃない。

（つまり……、私の為に彼はほぼ童貞状態を守り抜いているということ？）

　自分と違い、数多の誘惑があったはずだ。

　しかもアメリカならば、女性と関係を持って付き合うことに至らなくても遊び人とは思われない。

　フィーリングが合わないだけ、と付き合わずにドライに去ればいいだけ。

　つまり、それすら拒んで歩のところへ来たのだ。

「分かって欲しいんだ。俺の真剣さ」

「だからって……、時間は戻らないんです」

　歩は食前酒を飲み干すと、酔わずにいられるかと武良にワインが欲しいとお願いした。

　するとボトルで頼んでくれて、歩はぐいぐい飲み干す。

　運ばれてきた料理を二人で食べながら、歩は頭の中がぼんやりしてきた。

　武良はアメリカにいる間も、歩のことを想ってくれていたこと、そしてわざと連絡を取らないでいたわけじゃなく、仕事に打ち込みすぎていただけということ。

　子供が生まれたことは知っていても、手を打てなかったことが分かってきた。

（だとしても、大変だったんだからっ）

　歩はチーズを食べながら、武良を見つめた。

「大変だったんですから。私、こんな美味しい食事食べてませんからね！」

「うん、これから俺が食べさせるから」

「そういう意味じゃなくて、私、この八年本当に大変だったんです！」

　歩は過去を思い出して泣きたくなった。

　いつの間にかテーブルには武良が頼んでくれた料理が並べられて、彼が取り分けてくれている。

　歩はフォークで食べながら、ため息を吐いた。

「美味しいです」

「うん。谷代さんの好きなものは何？」

「美味しいものでしょうか」

　歩は酒が回ってまともに答えられなかった。

　武良に苦笑されながら、色々と取り分けてもらうと歩はどんどん頬張っていく。

　いつの間にか外の風景は夕焼けから夜景に変わり、美しい街並みを思わず見つめていた。

「綺麗ですね」

「うん。そうだね」

「武良さん、他の女性と本当にお付き合いしなかったんですか？」

「そうだよ」

　歩は呆れて言葉を失い、ため息を吐いた。

「なんで……。子供のことを知っていたからですか？」

「それもあるけど、俺は谷代さんが好きだったから。あの晩のことは忘れたくない」

「……そんなこと言われても、昔のことですし」

　歩は苦笑した。

　八年経って、歩の見た目も変わっているだろう。

　ハリのある肌も最近は手入れを怠ると翌日には疲れが見てとれる。

　一日歩いて営業した日の翌日はぐったりして動けなくなってしまう時もある。

　初めて武良と会った頃の若さはなくなってきているのだ。

　それなのに、武良は歩に今までのことを詫びつつ、真っすぐ向き合い家庭の面倒も見ようとしている。

　確かに、雛は武良の子供だが改めて聞くと彼の誠実さに重みすら感じるのだ。

　食事を終えると、歩はぼーっとして何も考えられなくなった。

　夜景を見つめて、武良を見た。

「少し、外を散歩する？　酔ってるみたいだから」

「はい」

　歩は言われて、立ち上がった。

　こんなふわふわした気持ちで食事をしたのは初めてかもしれない。

　そのまま会計を済ませて外に出る。火照った体にひんやりとした夜風が心地よい。

　コートを羽織り、ポケットに手を突っ込もうとすると、すっと武良が手を握り締めてきた。

「……っ」

「悪い。いやだったかな？」

「違います。あの、なんで……」

「触れたくなった」

「そう、ですか」

（ご飯だけで済むわけない。迂闊だった……。何もかも迂闊だった）

　歩が反省していると、ぎゅうっと手を握られる。

　慌てて握り返してしまうと、武良が嬉しそうに微笑んでくる。

「じゃあ、少しぶらぶら歩こう」

「はい……」

「帰りは遅くてもいい？」

「大丈夫です」

「そう」

　言われるまま、武良に腕を引かれて歩いているといつの間にか高層のシティホテルの前に到着していた。

　信じられないと思いつつ、彼の目的地はここだったのかとハッとする。

「わ、私……」

「俺のこと、なんでそこまで避ける必要がある？」

「だって……」

「父親にもなるし、谷代さんの夫にもなる。あの晩、二人が勢いだけで繋がったとは思えない」

「それは……、そうですけど」

　歩はたじろいだ。

　あの日は、憧れの武良に抱きしめられて幸せの絶頂だった。

　けれど今は、武良との関係が復活する方が怖くなっている。

　彼はあの晩以降、連絡が途絶えたのだ。

　肝心な時に連絡が取れなくて、歩は絶望すら味わった。

　ひとときの快楽に身を委ねたことを後悔しながら、育児の大変さに人知れず涙もした。

　でも、武良もアメリカに渡っても歩を想ってくれていた。

（どうしたらいいの？）

「色々考えすぎなんだ。まずはお互いに理解を深めていこう」

「でも……」

　歩は酔ってふわふわした頭で武良を見つめた。

　何も考えがまとまらず、それが一番かもと思えてしまう。

　彼の言う通り、会えなかった時間を埋めることで先に進んで行くほうがいいのかもしれない。

　歩は武良の手をぎゅっと握ると、彼はゆっくりとホテルに入っていく。

　流されているのかも、と思いつつ歩はあの日別れた後にもし付き合っていたらと何度も妄想していた。

　今日はそれを再現してくれて本当に嬉しかった。

　彼なりに気を遣ってくれているのかもしれない。そう思うと、どうしても気持ちも緩んでしまう。

　部屋に入ると、綺麗な夜景が目に飛び込んでくる。

（こういうところ来るの、初めて）

　緊張して言葉も出ないでいると、隣で武良がごくりと生唾を飲んだ。

「き、きれいなところだね」

「そうですね」

（そういえば、ほぼ童貞……なんだっけ……。私と気持ちは同じってことかな）

　とはいえ、武良の方が積極的なのは初めてを捧げた日に覚えている。

　歩が立ち尽くしていると、武良が抱きしめてきた。

「……っ」

「ごめん、先に風呂入る？」

「……どっちでも」

　やはり武良も戸惑っているのかと思いながらも、歩の方ももう逃げ出すことはないことは分かっていた。

　あの日、歩を抱きしめた時の彼は熱っぽくて獰猛だった。

　初めてだと分からない程だったし、歩は何度も果てさせられた。

　歩は戸惑いつつ、胸に顔を埋めていると顎を持ち上げられてキスされる。

「……ふぁ……ぁ」

「そんな声出して」

　歩は自分でも信じられないほど甘えた声を出してしまい、慌てて離れようとした。

　しかし逆にベッドに押し倒されてしまい、キスが続けられる。

「んっ……はあっ……」

　口内を舐られて、歩は初めての時と同じような気分でありながらも、心地よさには抗えないでいた。

　武良も歩を堪能するように丁寧に舐めつくしていく。

「嫌がらないのかな」

「本当は、複雑で」

　歩は武良に対して詰る気持ちがありつつも、まだ淡い思いを抱いているということも実感した。

　同時に、その気持ちがバレないかとヒヤヒヤしてしまう。

　今回はただ前に進むために互いの欲望が満たされればいいのだ。

　武良とは深い関係になるつもりはないと言い聞かせるが、体に触れられたり、口づけられたりすると、じわじわと甘い痺れに頭が働かなくなってくる。

　ふわりと胸に触れられると、歩はピクっと体を震わせた。

「んっ」

「触ってもいいかな」

「……そ、そんなこと聞かれても」

「いやなら、我慢する」

　この状況でも止められるのかと歩は驚いてしまう。

　すでに、自分は昂っていて、止められそうにないのが恥ずかしい。

「続きをして？」

「歩を満足させたい」

（名前……呼んだ）

　武良の熱っぽい言葉に歩は心臓が鳴り出して止まらない。

　そのまま大きな手でやわやわと揉みしだかれると、歩は甘い声を上げてしまう。

「んあっ！」

「少し触れてるだけだよ。敏感だね。昔と変わらない」

「は、恥ずかしいの」

「服脱がせてもいいよね？」

　歩は小さく頷くと、そろそろと服を脱がされる。

　下着一枚にされてしまうと、武良はブラの上から胸を鷲掴みにして揉んできた。

「あっああっ！」

　歩はたまらず喘ぐと、武良は苦笑した。

「まだまだ先は長いのに、こんな可愛い声出すなんて」

「違うの……私……」

「そういうことも全て、また二人で補っていこう」

　歩は頬を染めて、思わず頷きそうになる。

　武良からの告白に簡単に応じていいわけがない。

　彼と八年会えなかったことを思えば、今こうして体を重ねていることだって信じられないことだと思える。

　でも、歩の気持ちは割り切れない想いでいっぱいになっていた。

　武良は楽しむように、歩の秘丘に顔を埋めて深呼吸し始める。

「や、めっ」

「いいだろ？」

「お風呂入ってないのにっ」

「こういうの嫌い？」

「そういう意味じゃなくて……あっ！」

　武良が歩を黙らせるように下着越しに秘丘を舐めてくる。

「んんんっ」

「声出して」

「いや……恥ずかし……」

「こっち見て」

　歩はそろそろと武良の方を見ると待っていたとばかりにキスをされる。

「ンンッふぅ」

「最後までしていいかな」

「だ、ダメッ」

　歩はジタバタもがいた。

　武良が最後までするということは、また子供が出来てしまうかもしれないということだ。

　まだ互いの関係はクリアになっていないし、子供のこともある。

「そう。じゃあ、それは我慢する」

　武良はそう言うと、歩の下着を脱がして、秘丘を舐め始めた。

「あっあああっ！」

　歩は考えられないような光景を見ながら、快感に溺れてしまい、体をくねらせた。

「あっああっ！　やめっ……恥ずかしいっ」

「だめ。最後まで出来ないんだ。こっちは歩を堪能したい」

「……だめ、私たちまだ」

「歩、怒ってるんだろ？」

　ぺろぺろ音を立てて舐められて、歩は喘ぐことしか出来ない。

「あっああっ！　こ、こんな時に言わなくてもっ……あっあっ！」

「そうだな」

　丁寧に舐められて、蜜玉を舌先で転がされて一気に頂きを昇り詰めてしまう。

　歩はゾクゾクした快感に襲われながら、体をくねらせて悶えた。

「はあっああっ！」

　クチュっと音を立てて蜜を舐めとられて、歩は一気に果ててしまう。

「ああああっ！」

　ぐったりと果てた歩の姿を見て、武良が満足そうな笑みを浮かべた。

「歩……まだ、足りないんだろ？」

「そ、そんな……ちが……」

　武良は指先を挿入して、めちゃくちゃにかき混ぜてくる。

「ふああっ……ああっ！」

「蜜が溢れ出して止まらない。また舐めていいかな」

「だ……めっ」

　ぐったりした声で言うと、武良は恥ずかしそうに歩を見つめてくる。

「色気すごいな。歩」

「そんなこと、ない……」

（そっちこそ、大人の色気出て……）

　以前抱きしめられた時と違って、武良から漂う大人の色気に歩はドキドキしていた。

　ジャケットを無造作に脱ぎ捨て、シャツを腕まで捲っただけで、彼は脱いでいないのに歩の体を翻弄している。

　脱いだらもっと彼と近くなるのかもと妄想させられていたが、止められなくなったら困ると武良自身が服を纏うことで抑制してくれているのかもしれない。

　それなのに、色気を感じてドキドキしている。

（社内でいけないことしてるみたいな感覚……）

　歩は朦朧とする頭で考えると、武良がまた指を増やして抜き差しをしてくる。

「あっああっ！」

「ナカ、もう蕩けてる」

「で、でも。その先はしないから」

　歩は言い切った。

　彼とはそれ以上のことはしないと決め、なんとか逃げ出すしかない。

　雛が待っているし、一晩中親に預けるなんて出来ない。

「もう、やめて」

　歩は手を払うと、腹の奥の疼きを堪えながら体を起こした。

「どうした？　痛かった？」

「帰るの。娘がいるんだから」

　歩から返ってきた言葉に武良は視線を下に落とした。

「……そうだよな。ごめん」

「寂しい思いさせたくないの」

　じゅわっと蜜を溢れさせながらも、雛を思うと体が冷めていく気がした。

　女だった自分は、一気に母親になっていく。

　途端に、武良との行為が馬鹿げているように思えてきた。

「帰るね。じゃあ、今日はありがとう。それから、雛のこと知りたかったら教えるから」

　歩は服をさっさと着替えて、武良に背を向けた。

「分かった。ありがとう。もっと俺を頼ってくれていい」

「今まで一人で育ててきたし、それは出来ない」

　歩の言葉に、武良は黙り込んだ。

　彼はそれ以上言い返せないだろう。

　歩はさっさとホテルを後にすると、肩を落とした。

　どうして、武良と一緒にこんなところに来てしまったのだろうと考える。

（やっぱり、一人で寂しかったとか）

　そう思いつつ、雛がいるじゃないかとその気持ちを追いやった。

　一人で寂しい時、父親がいなくても文句も言わずに育った雛は自分を支えてくれた。

　以前、雛はどうして父親がいないのかと同級生に聞かれた時、堂々と反論したこともあったらしい。

　今日の自分の行動はそんな娘を裏切る行為のようなものだ。

（バカだ。彼が父親として雛に接している姿を想像したりして）

　うっすらと抱く恋心と直結して、武良が父親になってくれればと思う。

　けれど同時にそれは雛にもきちんと説明して、彼のことを理解してもらわないといけないのだ。

（お互いにほぼ童貞と処女で。恋もほとんど知らないまま親なんて。彼には出来ないと思う）

　そう思いつつ、彼が八年もの間、彼女一人作らなかったことを思うと、胸が痛んだ。

　余計なことは考えまいと、電車に乗り込み、歩は家路を急いだ。

　帰宅すると、雛と母親が楽しそうにテレビを見ていた。

「おかえり～。もっと遅くなると思ったのに～」

　雛はお菓子を食べながらのんびりソファに横たわっている。

「ひなっ！　お菓子ばっかり食べて！」

「おばあちゃんが良いって」

「お母さん!?　夜はお菓子食べると虫歯になるのっ」

　歩は帰宅して早々にプリプリ怒りながらも、幸せを噛み締めていた。

　それは武良と感じていた、ときめくような時間とは違う。

　日常的で当たり前に訪れる毎日だ。

（彼とはもう仕事以外では会わないようにしよう）

　歩はそう決めると、雛と共に風呂に入り、眠りについた。

　翌朝。

　雛は起きてくるなり、ぼんやりした様子だった。

「お母さん、頭痛い」

「え？　熱測ってみて」

　最近は寒暖差も激しく、寝冷えでもしたのかもしれないと様子を窺う。

（今日、外で打ち合わせって言われてるのに）

　歩は雛を見つめながら困ってしまう。

　体温は三十七・五度だった。

「熱あるね。学校休まないと」

「寒い……、お母さん、昨日何してたの？」

　雛の問いに歩はハッとする。

「友達と飲んでたの。何か気になった？」

　歩が言うと、雛は寂しそうな顔をしてソファに寝転んだ。

「昨日のお母さん、いつもと違う感じがしたから、お父さんと会ってたのかと思ったのに」

「違うわよ」

　歩はすぐに答えた。

　雛は勘が鋭いなと思いつつ、雛を仲間はずれにしているみたいで可哀想に思えてくる。

　でも本音を言えば、武良との時間は楽しくて良い気分転換にもなった。

　武良も昔のことを思っていたかもしれない。

　歩はソファで眠る雛を起こして、ベッドで寝かせた。

（困った。この後も熱が上がるかもしれないし。母親に頼んでもいいけど。風邪の時は傍にいてあげたいし）

「お母さん、今日仕事でしょ？　一人で大丈夫だよ」

「雛、ばあば呼ぶから」

「ばあば、今日病院だって言ってた」

「……、じゃあ、今日は仕事お休みにするね。心配しないで」

　歩は内心焦りつつ、雛のおでこに触れた。

　かなり熱くなってきていて、先ほどより熱があるように思える。

（どうしよう。どんどん熱が上がってる気がする。病院に連れて行かないと）

　歩はどうしたらいいかと悩み、スマホを見つめた。

　思わず武良に連絡しようかと画面を操作してしまう。

　今頼れるのは彼だけだ。

　娘は普段はほとんど風邪も引かず、元気なのだが。

　もしかしたら、昨日の夜のことを考えて熱を出したのかもしれない。

　雛に可愛そうなことをしてしまったと、胸が痛くなる。早々に武良の存在を明かすべきなのだろうか。

　今はそんなこと考えている場合じゃない。

（突然お父さんだって言ったら驚くだけだし、仕事先の信頼してる人だって言えば）

　歩は決意を固めて、武良にメッセージを送った。

　するとすぐに行くと返事があり、武良は三十分もしないうちに歩の自宅にやって来た。

「谷代さん、大丈夫か？」

「ごめんなさい。仕事でもないのに」

「子供、熱だって？」

　雛のことを相当心配してくれているのだろう、武良の表情には普段と違って余裕がない。

「そうなの。季節の変わり目だからかもしれなくて。今日打ち合わせもあるし、病院にも連れて行きたいんだけど。母親は用事があって頼れなくて」

　歩は俯いた。

　こんな時は時々あった。

　迷いながらも仕事で頭を下げて、医者に診せに行ったものだ。

　こんな風に誰かを頼ったことなどない。

「わかった。俺が子供を病院に連れていくよ。診察券と保険証貸して」

「うん。あと悪いんだけど、おかゆ適当に買ってきてくれる？」

「大丈夫、俺が作るよ。でも、先に挨拶した方がいいよね。知らないおじさんだから」

「そ、そうね」

　歩はドクンと胸を鳴らした。

　雛と武良の初めての対面だ。

　雛が勘を働かせず、何事もなく済めばいいが。

　歩は雛の部屋をノックすると、返事が聞こえてくる。

「今日、武良さんっていうお母さんの仕事先の人に雛の看病をお願いしたんだけど」

「んん～、むらさん～？」

「入るわよ」

　歩は部屋に入ると、雛は顔を真っ赤にしている。

　慌てて近寄りおでこに手を当てると、先ほどより熱くなっていた。

「大丈夫？」

「うん。その人が見ててくれるの？」

「そう、なんだけどね……」

　歩は胸が痛んだ。

　やっぱり雛に不安な思いをさせたくない。

「こんにちは。谷代さんと一緒に仕事させてもらっている武良と言います。お母さん打ち合わせあるって聞いて、代わりに看病させてもらうんだけど。俺でも大丈夫かな？」

「いいよ」

　雛の聞き分けの良さは知っている。

　子供の頃から母親に預けても文句ひとつ言ったことがなく、歩の状況を理解してくれていた。

「嫌なら言っていいの。知らない人と二人きりって嫌じゃない？　雛」

「お母さんの好きな人なんじゃないの？　さっきその人に連絡したんでしょ？　わかるよ」

　歩は何も言えなくなってしまう。

　言葉達者に言うので、歩も驚いた。

　まるで武良との関係をもう見透かしているかのようでもある。

　雛は物おじせずに、武良と話始めた。

「何か食べたいものある？　なんでも作れるけど」

　武良がフランクに聞くので、雛がにっこり微笑んだ。

「美味しいもの。そういえば、おじさんはなんて呼べばいいの？」

「武良さんって呼んでくれればいいよ。雛ちゃんって呼べばいい？」

「うん。雛ちゃんでいいよ。部屋に入る時はノックしてね」

「わかった。それから他にルールはある？」

「うーん。まだないかな」
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　雛があまりにすんなりと適応していくので、歩の方が慌ててしまう。

　すると武良もテキパキと台所に立って、おかゆを作り始めた。

「雛ちゃんはおかゆ以外に何が食べられそう？」

「温かい牛乳とか。スープがあるといいかも」

「じゃあ、適当にあるものでスープ作るよ」

「武良さん、ごめんなさい。仕事があるのに」

「謝られると困るな、こういう時に頼りにされて嬉しいのに。早く支度して、行かないと」

　歩は言われて時計を見た。

　予定の電車に乗るまで三十分しかない。

　ご飯を食べる暇はないと、着替えて化粧を済ますと荷物を確認して慌てて打ち合わせに向かった。

　武良が台所に自然に立った時、なぜか心から安堵してしまい、雛を任せてもいいと思えた。

　打ち合わせに向かう途中、雛の様子を伺う為に何度もメッセージを送ると、病院に連れて行った後、ぐっすり寝ているから安心して、というメッセージとともに雛が眠っている写真も送ってくれて、歩は思わずほっとする。

　打ち合わせもしっかり終わらせ新しい仕事を得ると、歩は昼ごはんも食べずにすぐに帰宅した。

「ただいま、雛！」

「おかえり、お母さん」

「おかえり、谷代さん」

　武良におかえりと言われ、少し苦笑しつつ、歩はほっとして雛の元に駆け寄る。

　雛はすっかり良くなったようで、ベッドから起きてソファでゲームをして遊んでいた。

「もう熱下がったみたい。病院に連れてってもらって、薬飲んだらすぐに元気になったよ」

「そうだとしても、ちゃんと寝てないと」

「もう平気。武良さんと話してたんだ～」

　楽しげな雛を見ながら、歩は武良を見つめた。

「今日、仕事は……？」

「これから行くから大丈夫。今日は休んでも良いと思っていたから」

「ごめんなさい」

「いいって。じゃあ、仕事行く」

　そう言って帰ろうとするので、歩は思わず腕を引いた。

「ちゃんとお礼させてください」

「お礼……」

「何かできませんか？」

「後で欲しいものメッセージで伝えとく。雛ちゃん、ちゃんと寝ないとダメだよ」

　そう言って行ってしまうと、歩の胸がドキドキと鳴り出した。

　ほっとため息を吐いてしまうと、雛が言った。

「武良さんのスープ美味しかった～。お母さん、武良さんと結婚したらいいのにな～」

「……なっ、なに言ってんの。スープはお母さんも作れるでしょ」

「武良さん、ゲームも得意だし。お母さんと違って優しいし」

「いいから、寝なさい。また熱が上がっちゃうといけないから」

　雛と喋っていると心を見透かされそうだ。慌てて寝るように言うと、歩はソファでぐったり横になった。

　武良が欲しいものと言えば、もうわかりきったも同然だ。

　それなのに、胸を鳴らせてスマホを握り締めてしまい返事を待ってしまう。

　スマホが振動すると、歩はすぐに武良からきたメッセージを確認した。






『俺が欲しいのは、歩と雛ちゃん。真剣に付き合って、結婚しよう』






　歩は頬を染めて、にやけそうになる。

（こんなにストレートに言わなくても）

　歩は返事をしたらいいのか悩みつつ、そっとメッセージの返事を書き始めた。






『今回は頼る相手がいなかっただけで。私のことは忘れてください』






　歩は断ると、すぐに返事が来る。






『また、二人きりで会いたい』






　歩は胸が鳴り止まず、もはや自分の気持ちを偽るのは不可能に近いと思えた。






『じゃあ、会うだけなら』






　そう送ると、雛は母に預けて週末の午後から武良と会うことになった。

（明後日かぁ……）

　歩は頬を染めてスマホを握りしめた。
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　武良と待ち合わせの場所に向かうと、すでに彼は居て歩は隠れたくなった。

　長身で目立つのだが、ベージュのジャケット姿が余計に似合っている。

　歩は薄手のコートを羽織り、黒いシャツワンピースにいつもは持たない小さなバッグで出かけた。

　髪の毛をまとめて、自分なりにおしゃれしてきたが、大丈夫だったかと少し不安になる。

　武良が気がついて近づいてくるのを見て、歩はお辞儀をした。

「今日は、よろしくお願いします」

「堅苦しいことは抜きにしよう」

「はい……」

　そう言われるなり、武良に手を引かれる。

「今日は何時まで一緒にいられるのかな？」

「八時くらいまでなら」

　そう言って武良はにこりと微笑むと歩に言ってきた。

「何か食べたいものはある？　それとも何か欲しいものは？」

「あの、じゃあ、一緒に買い物に付き合って欲しいです」

　歩が恥ずかしいと思いながら言うと、武良が嬉しそうに微笑む。

　育児をしている時、当たり前のデートに憧れていた。

　外に出られないことが多く、楽しそうなところをネットで見てはため息を吐いていたのだ。

　今は武良と一緒にそれが叶えられている。

　歩は以前から行ってみたかったお店を武良に見せた。

　するとすぐに手を引かれて二人で並んで歩き始める。

　肩がぶつかるかぶつからないかくらいの距離だが、歩はどきどきしながら歩いてしまい、まるで初恋が蘇るようだった。

　店の前に到着すると、武良が言った。

「ここ、最近出来たばかりの店だね」

「はい、おしゃれなキッチン用品とか、お皿とかを売っていて気になっていて」

「結構大きな店だから、のんびり見ようか」

　言われて中に入ると、歩はワクワクして店内を見回した。

　店内にはずらりとキッチン用品や皿などが並べられ、クッションや雑貨も豊富だ。

　店の内装も淡い色調で整えられていて、落ち着いた雰囲気が素敵だった。

　歩は店を歩いていると、早速、可愛いマグカップを見つけて手に取った。

　すると武良も手にする。

「お揃いのを買う？」

「あの、そういうつもりじゃ」

「別に、プライベートで使うんだし、詮索する人なんていないだろ？」

「そうですけど」

　恥ずかしさが込み上げてきて、思わず頬を染めた。

　アラサーになってお揃いなんて考えもしなかった。

「じゃあ、一緒の色違いを……」

「俺は黒。歩は白？」

「はい……」

　二人でお揃いの形の色違いを手にすると、今度は皿を見る。

　もう少しおしゃれなものがいいと思っているが、高い皿を買う勇気はない。

　この店なら手頃で可愛いなと思っていると、スッと武良が手にする。

「これなんてどうだろう」

「素敵だと思います」

　グレーの色をした皿で、シンプルだが余計な飾りがない分飽きないデザインだった。

「じゃあ、これも買おうか」

「でも、こんなに……」

「デートだし」

「すみません」

「謝らないで欲しい。本当だったらもっと買い物だって出来た筈なんだ。次は何が見たい？」

　武良に言われて、クッション売り場に行くと歩は目を輝かせた。

　彼と一緒だと買い物も楽しく、気持ちが明るくなっていく。

　まるで新婚夫婦が新居に物を選びに来たかのような気分になりながら、歩たちは買い物をしていった。

　店を数軒見て、歩も疲れたと思っていると、武良がボソリと言った。

「疲れてるなら……、そのままホテルでも良いと思う」

「……あの、私……」

「わかってる。でも、以前触れて、もっと歩に触れたくなった。家族になりたいとも思った。でもその前に、二人の関係を深めてないことに気がついたんだ。だから、しっかり歩との仲を深めておきたい。このままじゃ、歩だって嫌じゃないのか？」

　言われて、歩も黙り込んだ。

　以前の熱は強制的に冷めさせて、その後も雛がいるせいか親としてと思うことが大きい。

　けれど、武良といると歩は女を目覚めさせられて、知らない自分が目覚める気がする。

　それは本来、武良と過ごす時間だった時のやり直しとも思えた。

　断る必要はないのかもしれない。

「一度だけなら」

「きちんと付き合う。ただ、今日だけは、時間が惜しい」

「お礼をするって言ってしまったし」

　歩は素直になれずにいた。

　若ければ、自分も武良が好きだからと甘えられたかもしれない。

　けれど、もう子供も育てて女性の部分をかなぐり捨てて生きていたのだ。

　今更とどうしても思ってしまう。

　武良は察したのか、歩の手を引いて歩き始めた。

「あっ」

「あの日は積極的に応じてくれたのに。やっぱり、俺が仕事にうつつを抜かすのがいけなかったな」

「そういうわけじゃ」

「何度も思ったけど、中途半端なところで投げ出したら何より自分が後悔すると思って、歩にいつか償える時が来ると信じて仕事を頑張ってきた」

「武良さん……」

「今日だけでも、素直になってくれ」

　武良に言われて、歩はまた胸が鳴り始める。

　駅の方に歩いて行くと、武良はシティホテルに向かって歩き出した。

　いつの間にか夕焼け空になっていて、歩は恥ずかしい思いで胸が満ちた。

　ホテルに到着すると、武良がフロントですぐに部屋を取ってしまう。

　歩は恥ずかしさで顔を赤く染めながら、武良の後ろに立ち尽くした。

「部屋が取れた。良い部屋だからくつろげそうだ」

「はい……」

　エレベーターに乗り込むと、歩は胸が鳴り止まなくなってくる。

　最上階で止まり降りると、廊下は静まり帰っていた。

　そして部屋の前まで足を止める。

　カードキーで解錠して中に入ると、ジャグジー付きの一番高い部屋らしいことに、思わず驚いてしまった。

「す、すご……」

　歩は驚いていると、武良に手を引かれて、すぐにキスされてしまう。

「ンンッ」

　歩は驚きつつ、次第に受け入れて武良の首に腕を回した。

「はぁ……あっ」

「甘えた声……あの時と同じだ」

　武良に言われて、歩は恥ずかしくなった。

　初めてを捧げた時が一番大胆だったのだ。

　もうその時から八年経ち、どうやって愛し合ったのかすら忘れてしまった。

　しかし体は腹の奥からキスだけでも疼いて、武良を欲している。

　武良は歩の着ている服をすぐに脱がすと、バスルームに連れて行く。

　彼はジャグジーに湯を溜めながら、自らも服を脱ぎ始める。

　武良も裸になると、歩は改めて彼の裸を見つめた。

「洗ってあげる」

「あ、あの……」

「鏡の前、立って」

　そう言われて、すぐに武良の手が胸に触れてきたので歩はびくんと震えた。

「あっ！」

「見て、歩の顔」

「武良……さ……」

「誉って呼んでよ。もう夫婦になろう」

　ツンツンと先端を摘まれたり揉まれたりして、歩は蜜を溢れさせてモジモジしてしまう。

「あっああっ！」

「弱いところ、全部刺激したい。歩が今まで我慢してきたこと。全部満たしてあげたい」

「だ、ダメッ……それ以上……されたらっ」

　歩は鏡に映る自分のだらしない顔を見て頬を染めた。

　武良が楽しそうに後ろから胸を弄り、指先が内股を撫でて秘丘を摩さする。

「ふああっ……ああっ！」

「欲しいって言って？」

「は、恥ずかし……言ったことないから」

「大丈夫」

　歩は首を振った。

　そんなことを言ったら、思いが溢れて決壊してしまう。

　今まで我慢していた気持ちも、欲望も何もかもが武良へと向かっていってしまいそうだ。

「言って？　全部満たすから」

　武良にそう言われて、歩はそっと振り向いた。

「くだ、さい」

　歩はおねだりすると、すぐに武良が股に顔を埋めてくる。

「あああっ！　やあっ……っ……あああっ」

「蜜が溢れてる。止まらないみたいだ」

「ら、らって、私、誉のこと……好きになりそうで……」

「好きなら素直になって欲しいな」

　ジュルっと音を立てて蜜を吸われて、歩はくらくらした。

　今までに感じたことのない刺激に酩酊状態になってくる。

　舌先が蜜玉を転がし始めると、歩は立っているのも辛くなって足を震わせた。

　すると武良はそっと立ち上がり、歩をジャグジーの縁に座らせる。

「俺は後ろから座るから。歩は足、広げて？」

「う、うん」

　彼に背を向けて座り、足を広げると、武良が蜜壺に指を挿入してくる。

「ああっ！」

「歩、こういうことしたことないよな？」

「な、ないっ」

「俺もない。妄想で歩としただけ」

　言われて、歩は顔を真っ赤に染めた。

　海外の女性に言い寄られても断り、日本でもモテていた彼が妄想で歩とのエッチで済ませていたと思うと信じられない。

　しかも、歩との関係は一度きりなのにそれを妄想で何度も何度も思い描いていたと思うと、恥ずかしい。

　蜜壺をめちゃくちゃにかき混ぜられると、歩は一気に頂きに昇り詰めてしまう。

「ああああっ！」

　武良の胸の中で思い切り果ててしまうと、歩は甘えてしまいたくなった。

　武良の長い指先で再び触れて欲しい。

（恥ずかしくて……触ってなんて言えない）

　歩が我慢していると、武良が後ろから胸を鷲掴みにして揉んでくる。

「んっんっ！」

「幸せだよ、歩。今日は最後までいいだろ？」

「うん……」

　歩は恥ずかしそうに頷く。

「俺は歩との時間が幸せだ」

「そんなこと言うなら。もっと早く再会したかった」

「そうだよな。本当にごめん」

　武良は先端を弄り回し、歩は悦びの声を上げてしまう。

「ああっあっ！」

「ピンって尖ってる」

「い、言わないでっ」

「ここ、弱いくせに」

　弄られて、歩はまた喘いだ。

「ああっ！　ああっ！」

　歩は頭を蕩けさせると、いつ用意していたのか、武良が避妊具を装着する。

　歩はよろよろと立たされると、壁に手をついて尻を突き出す格好にさせられる。

　武良はぎこちないながらも、蜜口にそっとあてがい、ゆっくりと挿入してきた。

「んあっ！」

「歩、力抜ける？」

「できな……」

「かなり狭くて……くぅ」

　武良が苦しげにうめいた。

　歩はあの時と同じだと思いつつ、そっと振り向いた。

　すると武良が愛おしいとばかりにキスしてくる。

「んんふぅ……ンンッ」

「キスしたかったろ？」

　武良に言われて、歩は潤んだ瞳で頷いた。

「うん」

　素直に答えてしまうと、後ろからゆっくりと突き上げられる。

「あっああっ！」

「歩のナカ気持ちい……い」

　武良がうわ言のように言うが、歩も同じだった。

　繋がるのは八年ぶり。

　まるで忘れていた何かを取り戻すようで、快感が思い出と共に呼び覚まされて一気に何も考えられなくなっていく。

「あっああああっ！」

　嬌声をあげると、武良は歩の胸を鷲掴みにしながら先端を摘む。

「ふああっ！　誉っ！」

「歩っ……」

　互いに慣れないセックスで、快感に身を委ねているせいか、それとも思い出が呼び覚まされているせいなのか、歩は今にも絶頂を迎えてしまいそうだった。

　ズンズンと突き上げられる度に武良の名前を呼び、腰を揺らす。

「あっああああっ！　ああっあっ！」

「歩、歩っ」

　蒸気で浴室が蒸してきて、互いの熱も室内にたっぷりと満ちた。

　武良は抜き差しを速めて、歩の最奥をズンズンと突き上げてくる。

　子宮を揺さぶるような刺激に、歩は自らも胸をもみしだいて、快感に酔いしれていた。

「あっああっ！」

「歩っ」

「誉っ」

　その刹那、白濁が思い切り放たれる。

「ああああっ！」

　互いに果てると、歩は崩れ落ちる。

　それを武良が抱きとめると、歩は息を切らせながら彼に体重を預けた。

　どうやら、避妊してくれてるみたいだ。

「歩、次はベッドで」

「うん」

　武良は歩の濡れた身体をタオルで丁寧に拭いてくれた。彼に手を引かれベッドに連れて行かれると、蕩けるような時間が始まった。

　武良に覆いかぶさられると、たわわな胸の先端をちゅぱっと舐められた。

「あっ！」

　果てたばかりで敏感に感じてしまい、身を捩る。

　すると、ダメだと言わんばかりに両手首を押さえられて胸に顔を埋められ、丁寧に胸を舐められる。

「ふあっあっ！」

　歩は甘い痺れに翻弄されると、武良は指先で先端を摘んで弄り出した。

　反対の手は溢れ出る蜜を弄り遊ぶように秘丘を撫でてくる。

「あっああっ！　ヤァっ……またぁっ！」

　歩はイヤイヤと首を振ると、武良は楽しげに歩の反応を見て笑みをこぼしていた。

「その感じてる様子、八年前と一緒だ。反応も良くて、今にもイキそうな顔して」

「そ、そんな……」

　歩はあの晩のことなんてもう忘れてしまいそうになっていた。

　色々なことに追われて、甘いひとときなんて覚えていても意味がないと思っていたのだ。

　けれど武良は鮮明に覚えているかのように、歩のことを堪能しているように思える。

　武良が指先を使って蜜玉を転がし始めると歩は一気に頂きを昇り始めそうになる。

「あっああああっ！」

「歩の弱いとこ……、昔と変わらないな」

「……あっあっ！」

（そ、そんなことまで覚えて……？）

　歩が困惑する一方で、武良は指先を挿入して抜き差しを始める。

　先ほど一度果ててしまったせいか、身体はすぐに快感に順応し、再び大きな波が歩を襲う。

「あっああっ！　イクッ」

「可愛い……」

　歩は体をガクガク震わせながら、武良の指先によって果ててしまった。

　歩が力尽きていると、再び避妊具を装着した武良に、足を思い切り開脚させられる。

　戸惑っていると、すぐに蜜口に男根があてがわれた。

　先ほど繋がったばかりなのに、何度も欲しくなってしまう。挿入されただけでも果てそうだ。

「あっ……っ」

「歩……」

　武良の嬉しそうな声を聞いていると、幸せの絶頂を思い出しそうになる。

　歩は思い切り挿入されると、最奥を刺激されて一気に果てそうになった。

「あっああああっ！」

　体を揺さぶられてたわわな胸がゆさゆさと揺れてしまうほどだ。

　最奥を突かれて、何度も突き上げられると、いくら我慢しても快感が何度も何度も押し寄せてくる。
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「はあっあああっ！」

「ナカ、すごいアツい……。歩と一つになってる感じがするよ」

「それ以上……されたら……私……私っ」

　歩はそれ以上は何も言えなくなった。

　快感に溺れて、何も考えられなくなってしまいそうなのだ。

　あの時と同じ。

　武良を前にして、理性が保てなくなっていた。

　まだ好きなんだと自覚してしまうし、彼に求められると体の方が素直に反応してしまう。

　ズンズンと突き上げられて、歩は幸せだと言えない代わりに悶えまくった。

「あっああああっ！　イクッ……またぁ！」

　隘路がキュッと締まり、武良を咥え込んだ。

　歩の頭は真っ白になって、武良との熱を帯びたひとときに没頭していた。

　まるで八年分の愛情を埋めるように。
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「あ、あの。今日って武良さんってなんで私と一緒なんですか？」

「担当編集が急用で来れないから、俺がいる」

「いえ、もともと私一人で取材する予定ですが？」

「そうだっけ？　まあ、いいだろ？」

　そう言われて、歩は肩を落とした。

　これで何度目だろう。

　彼とたっぷりと体を重ねた、あの夜以降、武良があからさまに仕事中につきまとうようになったのだ。

　武良の会社に出向けば、コーヒーを繁々と運び話をし始めたり、今日のように担当でもないのに取材現場に同行したり、ランチに誘われて行くことになったりと、色々だ。

　確かにあの夜は八年の穴を埋めるように愛し合った。

　それは歩にとっても偽りのない行為だし、彼へ気持ちを伝える行為だと自覚している。

　ただし、問題はこれからどうやって互いの関係を深めていくかだ。

　雛に真実を話すにはまだ早い気がするし、その間に武良との関係を深めるには、以前のようにして会わないといけない。

　武良は雛の実の父親だが、雛に隠すように関係を続けるのは歩には辛かった。

　かといって、会社でこんな風にデレデレされても困るというものだし、社員にも迷惑じゃないだろうかと思えてくる。

　歩の担当編集者はあっさり武良と仕事を代わるが、もう関係がバレているんじゃないかと怖くなってくる。

「今日は赤ちゃんの新製品についての取材です。一人でも平気ですし、二人もいると返って先方にもご迷惑がかかると思うんですが」

　歩が言うと武良が言った。

「ここの担当とは以前に会ってるから問題ない。このメーカーの取材を最初にしたのは俺だからな」

「そ、そうなんですか？」

「そう。アメリカに拠点があるメーカーだから、アメリカで取材して、日本ではどう違うのか知りたいと思ったんだ。すぐに返事をもらえて良かったよ」

「……つまり、私に仕事を譲ったと？」

「そういう意味じゃないよ。ただ、この仕事は適任だろ？」

「ありがとうございます。しっかりやらせていただきます」

　歩はそう言って、事前にもらっていた資料に目を通した。

　そして自分で集めた資料にも目を通す。

　今回は新製品の取材なので、歩は良い点を引き出して聞かないといけないだろう。

　そして、武良が言っていたように、アメリカの製品との違いも聞いてみたい。

　資料を見ながら待っていると、担当者が入ってきた。

「お待たせしてすみません」

「今日はよろしくお願いします」

　歩が頭を下げると、武良も頭を下げた。

「武良さん、やめてくださいよ。もう何度も会ってるのに」

「一応きちんとしないと。出来るライターさんの手前だし」

　歩は頬を染めながら、武良を見つめた。

　思っていたより武良がメーカー担当と信頼関係を築いていて驚いてしまう。

　歩はしっかり取材しようと気合を入れ直し、すぐに質問を始めた。

　類似商品が売られているが、他の製品にはない強みを聞きたいこと、そして日本人向けにどのように変更されているか、どの点に工夫があるかなどを聞いていった。

　担当者は丁寧に答えてくれて、歩はボイスレコーダーを置きつつ、メモも取った。

　武良は黙って横にいてくれて特に割って入ってきて質問するようなこともない。

　歩の質問が終わると、担当者が製品を見せてくれて歩は可愛いパステルカラーに思わず声を上げた。

「可愛いですね！」

「デザインもこだわりましたからね」

　歩はうっとり見つめて、思わずチラリと武良を見ていた。

（武良さんは、雛が赤ちゃんだった頃のこと何も知らないのよね……。二人目とか考えてたり……？）

　歩は妄想してしまうと、慌てた。

　仕事中に武良とのことを考えてしまうなんてあり得ないことだ。

　とはいえ、こんな風に赤ちゃんグッズを改めて武良と見るのは新鮮だった。

　本当だったら彼と楽しくグッズを見たり買ったりしたのだろう。

　現実は、母親に買ってもらったり、リサイクルを見て回ったり、大変であまり楽しい思い出はない。

　ふわふわした可愛いだけの思い出じゃないのだ。

（芸能人はマタニティフォトまで楽しんでて、羨ましいなって思ったっけ）

　歩が考えていると、武良が担当者に尋ねた。

「ここの製品はみんな可愛いですけど。やっぱり一人目にお金をかける傾向にありますか？」

「うーん、個人的な意見ですが。やはり二人目より一人目の方がお金をかける印象ですね」

「こういうグッズも、二人目は買わなくなるとか……？」

「買わない人も増えるんじゃないかと。一人目のお下がりがあるからとかリサイクルショップで買うとか」

「なるほど。ありがとうございます」

　武良の質問に、歩は首を傾げたくなる。

　今回の取材に質問不足だから補足してくれたのだろうか、それとも、個人的に聞いてみたかったのだろうか。

　とはいえ、武良に喋られてはライターとして立場がない。

　歩は最後に担当者に質問をし、取材は無事に終了。二人は一緒に会社まで戻った。

　応接室で貰ったパンフレットを整理して、しっかりボイスレコーダーに録音できたか確かめたりしていると、武良が入ってきた。

「お疲れ。いい会社だったな」

「そうですね。製品に自信を持っている気もしました」

「雛ちゃんは、あの会社のメーカー使ったことあるのか？」

「雛……は、その……もっと安いもので」

　歩は顔を逸らした。

「ごめん。俺が何もしなかったからだよな」

　パンフレットを手にして、武良が言った。

　今日取材したメーカーの製品は、決して安くない。でも、もう少し低価格で似たような製品を作っているメーカーもある。

　雛は安く買おうと、そちらのメーカーを買っていた。

「それはそうなんですけど……」

「その、今度雛ちゃんも含めて一緒に食事に行けないだろうか」

「雛と？」

「三人で一緒にご飯食べに行くのは、まだ早いか？」

　歩は戸惑ってしまった。

　雛に何もかも話す勇気はないし、どこまで理解出来るか分からない。

「でも……」

「この間、初めて雛ちゃんに会って、その……もっと話がしたくなってしまった。勝手だよな。でも無理にとは言わないよ」

「分かった……けど。でも、雛にも聞いてみるから、少し待ってください」

　二人の空気が微妙になった時だった。

　突如女性社員がお茶を持って入ってきた。

「お茶をお持ちしました」

「ありがと、頼んだか？」

「いえ、お二人ともお疲れかと思ったので」

「ありがとう」

　武良と歩は受け取ると、違和感を覚えた。

　応接室に入るのを見かけたとしても、お茶汲みをするほどこの会社に暇はないと思う。

　武良が頼んだわけでもないし、まるで様子を探りに来たかのようにも思えた。

　女性をチラリと見ると目が合う。

　女性は歩に軽く会釈すると、すぐに下がったので歩はさっさと荷物をまとめて帰ることにした。

「じゃあ、武良さん、私はこれで」

「取材したことまとめなくていいの？」

「家でまとめます」

　嫌な予感がして、歩は足早に会社を後にした。

　何か見られているような気がして振り向いたが、武良が歩を熱っぽく見ているだけだった。

（気のせい……？）
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「お母さん、いきなりお父さんと会わせるって、意味わかんないよ～」

　雛は紺色のワンピースを着て、『父親』が来るのを待っていた。

　この日までに上手く説明が出来ず、歩は父親が来るからとだけ言って雛に綺麗なワンピースを着せて待たせることしか出来なかった。

　武良は雛の為に好きなところに連れて行くと言ってくれていて、予定は立てていない。

　日常も変わってきていて、武良との会話も敬語ではなくなっていた。

　そのせいか、互いの距離はどんどん近づいている気がする。

「お母さんも何かいつもと違うね。でもこの格好じゃ遊園地は行けないじゃん」

　雛が不貞腐れると、歩はハッとした。

「そうだったね！　どうしよう。でも、雛の可愛いところも見せたいし」

「どっちでもいい～。私は遊園地に行きたいな～」

「どうしよっか。お母さんは美味しいご飯が食べたい」

「お母さんの行きたいところに行くの？」

「あ、ごめんごめん。でもね、三人でちゃんと食事したいの」

　歩は雛が今まで、父親不在の食事をしてきたことは辛くなかったか考えていた。

　遊園地は後で予定を立てれば、いつでも行けるだろう。

　ただ、食事をするとしても少し不安になってくる。

　そんな時、武良からメッセージが届いた。






『近くに駐車場ある？』

『ないから、道路脇に停めてくれる？』

『分かった』






　歩が送ると、しばらくしてドアフォンが鳴った。

　雛がワクワクしているのを見ながらドアを開けると、武良が現れた。

「あの時のおじさん！」

「そう。ごめんな、雛ちゃん」

「でも、なんとなくそうかもって思ってたんだ。だってお母さんが人に頼るって珍しいし」

「そっか。バレてたか」

　武良が恥ずかしそうに頬を緩めると、歩は部屋に入るように促した。

「実は、雛は遊園地に行きたくて。私はどこか食事でもと思って」

「両方行こう」

「え？　だってこんな格好で遊園地なんて」

「今、写真だけ撮って、着替えて遊園地に行って、帰りに食事。どうかな」

「そうした～い！」

　雛が飛び上がって喜んだ。

　歩も武良の提案に賛成だ。

　武良がいてくれていたら、もしかしたら八年間の一人ぼっちの育児は変わったかもしれないと思う。

　後悔しても仕方ないことだが、どうしても頭によぎっては消えていく。

　武良は歩の横に立って写真をスマホで撮ると、歩は込み上げてくるものがあった。

　三人で写真を撮ろうとした時、ふと雛が武良に質問した。

「お父さんって本当に本当？」

「本当」

「どこにいたの？」

「アメリカで働いてたんだ。今まで本当にごめんな」

　雛のストレートな質問にも、武良はきちんと答えていく。

　そんな光景に、歩は武良の誠実さを思い出し胸が高鳴る。

　彼に初めて会った時、仕事が出来るだけでなく、有言実行するところや言葉に偽りがないところに惹かれていた。

　歩にとって、仕事が出来るだけの人間だったら武良のことを好きになったりしないだろう。

　彼がしっかりと人の約束を守り、実行に移していくところを好きになっていた。

　だからその分、裏切りを感じて、子育ての八年がより重みを増していた。

　けれどやっぱり自分の好きになった人は変わらないと実感する。

　歩は武良に腕を引かれて、三人で一緒に写真を撮った。

　恥ずかしい思いもありつつ、心が満たされていく。

「お母さん、そんな顔真っ赤にしてさ～」

　雛にからかわれて、歩はハッとして我に返る。

「私、先に着替えてくる。雛もすぐに着替えて遊園地の準備するのよ」

「分かってる～」

「武良さんは、そこにいてください」

「うん。お茶でも用意して待ってるよ」

　歩は恥ずかしい思いを胸に抱きながら、寝室で着替えを始めた。

　動きやすい服は何がいいだろうとクローゼットの中を漁ると、ジーンズに薄手のニットがいいと閃ひらめいた。

　着替えてすぐに雛の様子を見に行こうと思ったが、じっくり服選びを待つことにする。

（きっと、誰よりこの日を楽しみにしてただろうから）

　歩はダイニングに戻ると武良がお茶を淹れて待っていた。

「雛ちゃん、どんな服にするか楽しみだ」

「選ぶの時間かかるわよ」

　歩は手渡されたお茶を啜すすると、本当の家族になった気がしてくる。

「私たち、家族になれる？」

　歩が呟くと、武良が苦笑した。

「もちろんだ。時間を取り戻そう」

　歩がまだ及び腰でいると、雛が現れた。

　スカートに薄紫色のトレーナーを着て、よそ行きのバッグを下げている。

「これどう？」

「うん、よく似合ってる」

「じゃあ、これにする。お母さんと武良さんってお似合いだと思うよ」

　不意に言われて、歩は赤面した。

「何言ってるの……」

「だって、本当のお父さんなんだし、困った時に助けてくれたし。文句ないじゃん」

「そうだけど」

「雛は、今日の遊園地に行ってから考える～」

　雛はわざとらしく言うと、武良は楽しげに笑った。

「どこか行きたい遊園地があるの？」

「うん。お友達がみんな行っててね。行きたかったところがあるの。そこに連れてって」

「じゃあ、行こうか」

「やったぁ！」

　雛は本当に嬉しそうにしている。

　どうやら武良に相当心を許しているようだ。

（そうよね。雛が熱を出した時に傍に居てくれて、遊びにも連れ出してくれるんだもの。素敵な人に映るわよね）

　歩は苦笑すると、三人は武良の乗ってきた車で近くの遊園地に向かった。

　遊園地に到着すると、雛は見たこともないほどはしゃいでいて歩は驚いた。

　きっと歩に負担をかけまいと、いつも雛なりに我慢してきたのだろう。

　雛の幸せそうな笑顔を見ていると、歩は胸にこみ上げてくるものがあった。

「よし、これに乗ろう！」

「いいよ。お母さんは乗る？」

「う、うん。いいよ」

　乗り物が苦手だったが、ここは我慢だと子供用のジェットコースターに乗ることに決めた。

　武良の隣に雛が乗り、歩は後ろに乗り込んだ。

　発進すると、雛はキャーキャー喜んでいたが、歩は声も出なくて。

　降りると、ほっとして思わず武良の手を掴んでしまう。

「大丈夫か？　まだ一つ目で」

「ごめんなさい。私、こういうの苦手で」

「俺と雛ちゃんで回ってくるから、歩はここにあるカフェでのんびりしてるといいよ」

「でも……」

　歩は本当にいいのかと思いつつ、はしゃぐ雛には武良がいいだろうと、甘えることにした。

「お願いしていい？」

　歩がそう言った時だった。

　雛が遠くから大きな声で言った。

「二人とも、手～繋いでる～」

　周りから見られて、慌てて歩は手を離すと武良が苦笑した。

「元気だな」

「浮かれてるんだと思う。遊園地なんて本当に久しぶりだから」

「じゃあ、俺が雛ちゃんの面倒を見るよ。休んでて」

　そう言って、雛に駆け寄る彼の姿を見ていると、歩は胸が静かに鳴ってしまう。

　武良が父親で、自分の夫でいいかもしれないと思えてくる。

　あとは自分だけが武良を認めて結婚すればいいだけだ。

　けれど、またどこかに行かないかと不安でもあるし、今は武良が歩に仕事をお願いしている形になっている。

　ライターに手を出したと噂されても困る。

（少しづつ段階を踏んでいかないと）

　歩はそんなことを考えながら、カフェに向かうのだった。

　カフェに着きコーヒーを飲みながら、他の家族の様子を見つめる。

　歩が思い描くような姿がちらほら見えて、今は自分達もその形になろうとしている。

　このまま武良と幸せを掴むだけでいいのに、歩は踏ん切りがつかないでいた。

（一人でも育ててこれたせいもあるから、余計に悩むのよね）

　決して裕福ではないが、雛とふたり生活していけないわけではない。

　自分の仕事が軌道に乗り、自分が頑張りさえすれば、父親として奮起してくれる相手はいらないだろうと思った。

　武良は雛の実の父親で懐いているから、結婚しても問題ない相手だろう。

　でも、今まで二人で頑張ってきたと思うと、今さら武良が生活に加わることを認めることが難しく思える。

（私が一歩踏み出せればいいのに）

















武良ｓｉｄｅ　アメリカでの日々












　歩と雛と楽しい休日を過ごした後、武良は一人の部屋に帰るのが寂しくなっていた。

　遊園地で雛に甘えられ、雛が咄嗟に手を繋いできてくれたことは嬉しくてたまらないことだった。

（このまま、雛と歩を守りたい）

　武良は運転しながら苦悩していた。

　結局、八年分の空白を簡単に埋めることは難しいと実感させられる。

　歩もまだ自分に対して線を引いている様子だし、雛も間違えてもお父さんと呼んでこない。

　血のつがなりがあるのに、雛は『武良さん』としか言わなかった。

　そう言って欲しいとお願いしたのは自分だが、間違えてお父さんと呼んでくれたらと期待もしていた。

　先日、歩と二人でデートをして体を重ねた時は、お互いの距離が縮まったと思ったが、彼女はいつも通りに手を振って頭を下げてくるだけだった。

（結局、まだまだ関係はこれから作るってことか）

　武良は自分のしたことを恥じた。

　歩を置いてアメリカに行ったこと、仕事にのめり込んで連絡もしなかったこと。

　歩のことが好きになり過ぎて、ガールフレンド一人作らず仕事をしていたが、そんなことは歩には関係ないことだ。

　歩と初めてセックスして以来、他の女性には興味がなかった。

　日本にいるときも、食事会で女性に言い寄られることもあったし、友人と会って飲むと女性がいたりして、そのまま関係を持たされそうになって逃げたこともある。

　女性が嫌いなのかと噂が立つこともあったが、好きな人がいると言って誤魔化していた。

　アメリカに渡り、仕事一筋に生きられると思ったが、海外の女性からも言い寄られ、はっきり断るのには苦労した。

　でも、歩のことを思い出すと、また会って話してみたいと思えたし、体を合わせた時の感覚が忘れられなかった。

　噂で歩と自分との間に子供が出来て、彼女が一人で育てていることを知り、日本に戻りなんとか力になれないかと考えていたものの、歩はライターとして自立しており、武良の出番はなさそうだった。

　その後は、アメリカの支社のこともあり、身動きが取れなくなってしまい、余計に歩たちから離れてしまった。

　けれど、歩と再会することが出来た。

　武良は歩と久しぶりに会ったとき、本当に嬉しくてそのまま抱きしめてしまいたくなったが、なんとか堪えたのだ。

　彼女にしてみたら、八年放置した悪人にも等しいやつだ。

　武良は平静を装い、なんとか歩に傍にいて欲しくて彼女に専属ライターを頼んだ。

　武良の会社で専属ライターは歩以外にいない。

　自分でも馬鹿げてると思ったが、それしか歩を傍に置いておける手段もなく、専属ライターとして雇用契約を結んだ。

　そして、歩との関係は順調に進んでいる。

（しかし、まだ結婚に至らず。それどころか、以前より歩を好きになってる）

　武良は歩が出会った頃より大人の女性になったと感じていた。

　出会った時は仕事に夢中な若い女性という感じがして、それはそれで可愛く見えた。

　そんな若さとやる気が健気に思えて好きになったのだから。

　でも今は、それだけでなく、芯の強さのようなものを感じている。

　武良と歩の間には以前のように勢いだけのセックスはもうない。

　歩が冷静な態度を取ってくるせいだろう。

　そのせいで、武良は余計に歩が欲しくなっていた。

　本来なら夫婦として一緒にいるはずなのに、歩が一向に自分に振り向かないのが不思議でたまらないと思えるようになったのだ。

　彼女が一人で大丈夫だと強さを見せつけてくる度に、武良はそんなところにも惹かれてしまう。

　武良はホテルで歩とセックスした時、歯止めが利かなくなって理性が飛んでしまった。

　歩を前に、快感に溺れて時間も忘れて一つになりたいと思えたのだ。

（もはや、俺の片思いも同然だ）

　ため息を吐くと自分のマンションに到着した。

　車を停めると、最上階の自分の部屋に帰宅して、ぐったりソファに寝転んだ。

　歩の柔らかい肌もなく、雛の明るい声もなく、部屋は静かだ。

「寂しい男の独身って感じだな」

　武良は思わず呟くと、クッションに顔を埋めた。

（歩の胸の方が柔らかい）

　武良はこれ以上妄想してしまうと、猛りが雄々しくなりそうで慌てて風呂を沸かしに浴室に向かった。

















第三章　甘い時間を取り戻すとき












　歩は武良にメッセージを送信しようか悩んでいた。

　いよいよ一歩を踏み出す勇気を出すと決めたからだ。

　もう逃げていられないと思ったのだ。

　雛には父親が必要だと思う時もあったし、歩には武良がいると安心出来るし、一人で子育てしている孤独感も軽減する。

　子育てにおいての経済的な負担ももちろんありがたいが、精神的な負担も武良と一緒だとまるで違うのだ。

　頼りに出来るし、一人より心強い。

　雛もあっさり懐いたし、思っていたより関係を築くことに及び腰になる必要はないと思える。

　何より、歩が武良のことを好きになってしまっていた。

（両親に会ってもらって、一緒にご飯を食べてもらう。これで、少しは結婚に近づくんじゃないかな）

　歩は雛の説得も大変だが、両親も大変だろうと考えていた。

　この八年一緒に頑張ってくれた。

　今さら現れて、と話した当初は怒っていた。

　けれど雛が懐いていると話すと、だったらいいんじゃないかと考えを変えてくれたのだ。

　歩は両親に武良と、雛と一緒にご飯を食べないかと誘った。

　すると、結婚を考えているならいいと返事がきた。

（そうなるわよね）

『結婚は、考えてる』

　そう送信すると、両親は食事に行くと言ってくれた。

　そして今度は武良に誘いのメッセージを送った。

『両親と一緒に食事をして欲しいの』

　勇気を出して送ると、返事はすぐに帰ってきた。

『わかった、すぐにセッティングする』

『一緒に話せればいいから。高価なところじゃなくていいの』

『わかった』

　武良からの返事を見ると余計に胸が鳴り始めた。

（これでもう、結婚したいって気持ちも薄々気がついてるわよね）

　歩はそう考えるだけで顔が火照り出す。

　同じ過ちは繰り返さないと決めて、武良からの返事を待った。

　そして数日後、武良と共に家族で食事をすることになった。

　武良の選んだレストランはカジュアルレストランで、個室も用意されている、洋食がメインの親しみやすい店。

　みんなが椅子に座るなり、武良は両親に向かって頭を下げた。

「今まで色々と申し訳ありませんでした」

　武良の言葉に、両親は黙った。

「今度こそ、ちゃんとするんだろう？」

「はい、きちんと雛ちゃんと歩さんを幸せにします」

「歩が大変だったのは知ってるだろ？　だったらその分頑張って欲しい」

　父親の少し厳しめの言い方に、武良は頭を下げた。

「はい、頑張ります」

　それを見ていた雛が首を傾げる。

「どうして、武良さんはじいじにごめんなさいしてるの？」

　それを聞いて、父親はハッとしてにこやかに笑みを見せた。

「ごめんな～。美味しいご飯いっぱい食べような～」

「じいじ、怒ったことないのに。怖かった～」

　その言葉に、武良がハッとする。

　一瞬、歩も言葉が出なくなっていて、慌てて武良に声をかけた。

「素敵なところ決めてくれてありがとう。美味しいもの食べたいな」

「じゃあ、コース料理はどうかな」

「それもいいけど、みんなでシェアして食べるのもいいんじゃない？」

　歩は武良が嫌われないようにと明るく言った。

　すると父親がほっとしたように言ってくる。

「歩はもう武良さんのこと許してるんだな」

「う、うん……」

「じゃあ、もう気にせず結婚していいだろう」

　父親の言葉に、歩は赤面してしまう。

「とりあえず、ご飯食べよう」

　歩はメニューを広げて俯いた。

　武良が察して、テキパキ注文してくれるとすぐに料理が運ばれてくる。

　雛のためにミートソースが運ばれると、雛は黙々と食べ始めた。

　両親にもペペロンチーノとクリームパスタが運ばれてきて、サラダが添えられる。

　歩もクリームパスタが運ばれてきて食べ始めると、武良も同じものを食べ始めた。

　まだぎこちない空気が漂うが、歩はほっとする。

　雛が食べ終えると、武良がデザートはどうかと勧めてきた。

　ケーキの盛り合わせが運ばれてきて、みんなでぺろりと食べてしまう。

　料理も食べ終えて、両親が雛と話したり楽しそうにし始めた。

　雛が武良より両親と楽しげにするのは仕方ないと思いつつも、長年不在だった時間を感じさせられる。

　すると雛がじっと武良を見つめてきた。

「武良さん、お母さんのことばっかり気にしてるから。二人で出かけてくればいいのに。雛はじいじ達と帰るよ」

　雛に言われて、歩は慌ててしまう。

　武良がどんな目で自分を見ていたか分からないが、両親と雛が察するほどだ。

　恥ずかしくてたまらない。

　歩は困惑して、雛を見た。

「武良さん、お母さんのことじ～って見てたよ」

「そ、そうなの？」

　雛と両親の前でなんて恥ずかしいことをしてくれるんだと思いつつ、視線に気がつかない自分も恥ずかしい。

「雛のことはいいから。じいじの家で待ってるね」

「じゃ、じゃあ。よろしくね」

　歩は慌てて頼むと、武良は会釈してレジに向かった。

　そしてさっと支払いを済ませてしまう。

　歩はまだ先ほどの恥ずかしさを残しながらも、武良に頭を下げた。

「ありがとう。両親も納得してくれた」

「もう、何度も頭を下げないで欲しい。俺が悪いんだし、これで完全にご両親に許してもらったとは思っていない。雛ちゃんがいない時に、改めて謝罪をしに行く」

　武良の言葉に歩は首を振った。

「もういいの。両親は一度頭を下げてくれれば、もう十分だと思う。後は私たちがどうしていくかだと思うから」

　歩はそういうと、武良の手を引いた。

「これからよろしくお願いします」

「その意味、分かってる？」

「分かってる。私、武良さんと結婚したい」

　歩が伝えると、武良の顔が真っ赤になった。

　歩もモジモジしてしまうと、その場で武良が抱きしめてくる。

「こ、こんなところでっ」

「ごめん。嬉しい、やっと歩を手に入れたから」

「武良さん。私は、八年前にあなたのことが好きだった。子供が出来て空白の時間が出来たけど、やっぱりあなたを好きなの」

　歩は止められずに武良に告白していた。

　武良がぎゅっと抱きしめてくると、歩は胸が満たされる思いになって甘えそうになる。

　しかし公衆の面前だと気がついて慌てて武良から離れた。

「続き、して？」

　歩が上目で甘えると、武良がすぐに腕を引いて街を歩き出す。

　人をかき分けて歩いていると、シティホテルが見えてきた。

　歩は胸を高鳴らせながらついて行くと、受付ですぐに武良は部屋を取ってしまう。

「あ、でも、私帰らないといけないから」

「それでもいいから」

　武良に言われて、歩は恥ずかしさで俯いた。

　のんびり宿泊していきたいところだが、雛を一晩預けるとは言っていない。

　それに、雛だって寂しいだろう。

　武良は歩の手を引くと、エレベーターで昇っていく。

　使ったことのない豪華なシティホテルに、歩は白いニットワンピース姿で来てしまったことが少し恥ずかしい。

　もう少しオシャレして来てみたかった。

　最上階まで着くと、武良が手を引いて部屋まで連れて行ってくれる。

　部屋の前に到着すると、カードキーでドアを開けた。

　入るなり、武良からキスされる。

「んっ……んっ……！」

　口内を舐られて思わず喘いでしまうと、武良が丁寧に歯列をなぞり始める。

「待って……」

　慌てるが、武良は止めることなく舌を絡め取ってくる。

　歩ははぁはぁと悶えながら、頭の中が蕩けていくのを感じた。

　押し倒される形でベッドに倒れると、武良が丁寧に服を脱がせてくる。

　歩はどきりとしながら、武良の着ていたシャツのボタンを外した。

　互いに裸になって、歩は武良にもう一度キスをされてまた蕩けてしまう。

「あっ……ふあぁ……」

　武良はそのまま唇を這わせて胸を舐め始めると、先端に吸い付き始めた。

「きゃっ……あっあっ」

「歩はここが弱いな」

「だめっ」

「今日はたっぷりするから、弱いところもたっぷり刺激したい」

　武良は楽しみだと言わんばかりに口元を緩める。

　そして先端を舐め回して、手のひらでやわやわと反対の膨らみを揉み始めた。

「あっああっ！」

　歩は息を弾ませながら武良を見つめた。

　彼と目が合うと、恥ずかしさで思わず逸らしてしまう。

　痴態を晒していることに、いまだに慣れているわけではない。

　初めて再会した時はお互いに男女の関係をほぼ知らないまま抱き合い、無我夢中だった。

　色々な感情がごちゃごちゃしながらも、歩はどこかで雛のことを考えていて、絶頂を味わうことを怖がっている。

　けれど今は何も歯止めはない。

　歩は足をモジモジさせながら、腹の奥が疼いているのを感じた。

　武良も満足そうで嬉しくなり、思わず頬を撫でてしまう。

「幸せ、ですか？」

「幸せだよ」

　武良の甘い低音に、歩はどきりとして頬を染めた。

　今にも欲しくてたまらなくなってしまっている。

　歩は今日は以前にも増して武良を思っていると実感した。

　武良の指先がするすると内股を撫で始めると、歩は息を漏らした。

「あっ……はぁっ……」

「歩、もっと声出していい」

「でも……恥ずかしい……」

　歩は手で顔を覆うと、すっと払われる。

「顔を見せて」

「う……ん」

　恥ずかしい表情を見られるのが辛くて、歩は顔を逸らした。

　武良は楽しむようにそのまま蜜壺に指を突き入れた。

「あっあああっ！」

「蜜が溢れ出してる」

　武良がそのままめちゃくちゃにかき混ぜ始めると、歩は何も考えられなくなった。

「あっあああっ！　はあっ……あっあっ！」

「イキたいんじゃないかな」

「ちが……」

　歩は否定しつつ、体の奥の疼きを止められないどころか熱を欲してたまらなくなっていた。

　武良の指先に翻弄されて、内壁を擦り上げる度に頭の中がトロトロになるのだ。

「あっああああっ！」

　歩は一気に頂きを昇り詰めてしまうと、武良は弱い部分を重点的に刺激してくる。

「らめっ……やああっ」

　歩は頭を真っ白にさせると、がっくりと体をベッドに預けた。

　息を乱していると、武良が股に顔を埋めてくる。

「あっ！」

「イケたみたいだから、今度は蜜を舐めないと」

　音を立てて舐められて、歩は腰を引いて思わず逃げてしまう。

　一度果てて体が鋭敏に反応してしまうのだ。

　ビクビクと体を震わせて、また果てそうな感覚に襲われている。

「また……またぁっ！」

「歩は敏感だ」

　武良に言われて、歩はそうなのかと思った。

　彼以外に体を触れられたことがないからわからないが、武良とはきっと相性が合うのだろう。

　それに今まで、育児に追われて完全に女性としての自分に蓋をしていたのだ。

「ンンッ……また……ヤァ……」

「そんな声出して、欲しがりになってるだろう？」

　武良は内股を丁寧に舐めたり、秘丘を舐めたりして焦らしてくる。

　歩は体を震わせながら、小刻みに反応して武良が欲しくなっていた。

　舌先が蜜壺を刺激し始めると、歩は嬌声を上げてしまう。

「ああああっ！」

　弱いところを刺激されて、歩は思わず腰を引いた。

　そのまま蜜玉を舌先で転がされて、また一気に頂きを昇り詰めてしまう。

「ああっあっ……ああっ！」

「またイキそうかな」

「やあっ」

　歩は恥ずかしい思いでいっぱいになりながらも堪えきれなくなって頭を真っ白にさせてしまう。

「ああああっ！」

　歩は思い切り果てると、武良が溢れ出す蜜を舐め始める。

　繰り返す快楽に、歩は翻弄され続けた。

　武良はたっぷりと堪能しているようで、チュパチュパと舐めるのを止めてくれそうにない。

「だめ……それ以上されたら。またっ」

「じゃあ、その続きが欲しい？」

　歩は小さく頷くと、武良が雄々しくなった猛りを見せつけてくる。

　驚きつつ、彼は持参した避妊具を装着して蜜口に熱をあてがった。

「んっ」

　そのまま一気に貫かれると、歩はそれだけでも果てそうになる。

「あっああっ！」

「ナカが蕩けきってる。歩は欲しがりだったのかな？」

「違うの。私……こんな風に恋人みたいな関係になるの初めてで、嬉しくて……」

「そう。だったら、しっかり時間作らないといけないよな」

　武良に言われて、歩は頬を染めた。

　彼との時間は八年を埋める時間だ。

　過去と現在を埋める分、濃度が濃くなり、愛し合う時間をたっぷりと堪能している気がする。

　こんな風にいきなりホテルに連れて来られても、彼の気持ちと歩の状況を思うと、自分もそれが一番だと思えてしまうし、一層深く繋がる気がしてしまう。

（私、武良さんのこと好き過ぎじゃない）

　歩は恥ずかしくなってしまうと、武良が腰を使い始めた。

「あっああっ！」

「奥に当たってる。気持ちいいかな」

「うん……いっぱい感じる……」

　歩は恥ずかしいと思いつつ、素直に告げた。

　彼の熱を感じると、嬉しさが込み上げてくるのだ。

　そして、最奥でもどかしげに膨張していく感覚を感じて、さらに幸せに満ちてしまう。

　抜き差しが速くなって、歩はまた息を荒くする。

「あっああっ……武良さっ」

「歩っ」

　互いに蕩けきって、うわ言のように名前を呼んでしまう。

　武良は腰を振りたくり、思い切り打ち付けてくるので、奥を刺激されて隘路がキュッと締まってしまう。

　肉塊を咥え込んで、歩の体は本当の悦びを知っているようでもあった。

「あっああっ！」

「歩……ナカ……きつい……」

　武良が切なそうに言うので、歩は慌てた。

　しかし体の力を上手く抜くこともできず、ただ翻弄されるばかり。

　そのまま思い切り奥を突き上げられて、歩は一気に頭を真っ白にさせる。

「あああああっ！」

「歩っ」

「武良さんっ」

　その刹那、避妊具に白濁がたっぷりと放たれて、歩は体をひくつかせた。

　武良は力尽きて、バタンと上に覆いかぶさってくる。

「はあぁ……武良さん」

　歩が武良の頭を撫でると、彼は息を整えながらも歩にキスをしてくる。

「ンンッ」

「止められないの分からない？」

　武良の欲望に応えようと、歩はまた甘えた声をあげてしまう。

　歩は体をひっくり返されると、四つん這いにさせられた。

　そして、手早く新しい避妊具を装着した武良によって蜜壺にもう一度熱が当てられると、そのまま挿入される。

「あっあああっ！」

　歩は驚きつつ、果てたばかりで熱を感じただけでまたイキそうになる。

「あっああっ！　武良さん、動かないでっ」

「だめだな。そういう時、歩は欲しがってることが多いから」

「体がアツくて……変なの……あっあっ！」

　武良は歩の言葉を無視して、抜き差しを始めてしまう。

　パンパンと肌がぶつかる音がして、蜜が触れ出してグチュっと卑猥な音も響いている。

　歩は何も考えられなくなりそうだと、息を求めて喘いだ。

「あっああっ！」
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　武良はまだ余裕があるのか、歩の胸を後ろから鷲掴みにして揉みしだいたり、先端を摘んだりして、楽しんでいる。

「だ、ダメッ」

「歩をたっぷりと味わいたいんだ」

「私、また……またっ」

　歩は体をたっぷりと弄られて、すぐにも果てそうで何も考えられなくなっていた。

　しかし、抜き差しは速くなるばかりで、最奥を刺激されてまた絶頂を迎えようとしている。

「あっああああっ！」

　歩は一気に昇り詰めてしまうと、ぐったりとベッドに倒れ込んだ。

　武良は歩を抱きしめながら、愛おしいとばかりにあちこちにキスをしてくる。

「じゃあ、今度は一緒にお風呂に入ろう、歩」

「うん。武良さん。私のこと、本当に好きですか？」

「今更何言ってるんだよ。好きだよ、歩。そっちこそ、俺のこと名前で呼ばないでさ」

「すみません、慣れなくて」

「誉って呼んで欲しいのに」

「じゃあ、今日から誉って呼びます……」

　歩は恥ずかしそうに俯きながら、八年越しの恋を味わっていた。

　そしてそれが完全に熟して実り、武良との時間が結実しているのを感じる。

　もう彼とは離れることはないだろう。

　武良の気持ちを歩も信じることが出来た。

　心から武良のことを信じて愛している。

　歩たちは時間の許す限り、体を重ねあった。

















第四章　トラウマを乗り越えて












　歩は武良と結ばれ、あとは結婚をするのみとなった。

　しかし毎日は忙しく、正式な式を挙げる準備や籍を入れることなどは、一ヶ月経っても何も出来ないでいた。

　といっても、歩は心配ないとばかりに雛と二人の生活を送っていた。

　武良とはわりと頻繁に会っていたし、雛と三人でのデートもしていたからだ。

　忙しい人だと思っていたし、歩も自分の生活は当面自分で面倒を見ないといけないのだから、働かないといけない。

　そんな日々を過ごしていたある日、雛を送り出してすぐにドアフォンが鳴った。

　その日は用事もなく、家で過ごそうと思っていたので、誰だろうと思いながら、歩はドアフォンのモニターで確認する。

　するとそこには見知らぬ女性が立っており、歩は不安になりながらもモニター越しに女性に言った。

「どちら様でしょうか？」

「武良編集長の同僚です」

「武良さんの……。その、えっと……何か？」

（どうして編集者さんが私の部屋に？　住所教えたっけ？　共有してるとか？）

　歩は頭が混乱しつつ、何かあったら嫌だと思いドアを開けずにいた。

　もしかすると、デタラメを言っているだけかもしれない。

「二人が付き合ってるの、仕事の邪魔なんです」

「あ、あの……」

「武良さん、仕事に一筋だったのに、最近は余計なことばかり考えてミスも増えてて。それに、キレのある企画案も出なくなってて」

「その……企画の話は私と関係ないのでは……」

「あなたのせいですよ！　どうせ四六時中ヤリまくってんでしょ！」

　いきなり卑猥なことを言われて、歩は混乱した。

　ここはアパートで、近所の方たちにも迷惑極まりない。

　そんなことも分からないで叫んでいることも、武良の同僚とはとても思えない行為だが、同時に、彼の容姿に惹かれて仕事をしているのだとすれば、恋路を邪魔された逆恨みとも考えられる。

「あの、私、そちらの仕事から手を引きますので」

　歩がそう言った瞬間だ。

「そんなんじゃ足りないわよ。武良さんとの関係、全部出版社にバラすから」

「なっ……」

「あんたが枕営業やってて、武良さんの弱みに付け込んでるってことも」

「なんでそんなことが言えるんですか！　私はそんなことしてません！」

「昔、武良さんに変な噂があったそうなんです。枕営業を受け入れて、働いてた出版社と揉めたこと。起業のきっかけになったけど、武良さんを追い込んだ女は相当な尻軽だなっ……て。あなたじゃないですか？」

　歩は慌てた。

　武良が以前言っていたことだろうが、やはり会社起業には歩との一件が関わってしまっているようだ。

　そして、その相手が自分だとまだ知られていないから、仕事が巡ってくる。

　けれどもし、武良を追い込んだ相手が歩だと知れたら、もう歩の仕事は途絶えてしまうだろう。

「私はそんなことしてません」

「だとしても、私はあなたのこと見過ごせませんから。周囲に広めます」

「やめて。何も関係ないわ。警察に言いますっ」

「……じゃあ、このこと真剣に考えて行動してください」

　女がようやく引き下がると、歩はへなりと座りこんだ。

（私、働けなくなっちゃうかも）

　歩はどうしたらいいのか頭の中が真っ白になった。

　一度武良と相談しないといけない。

　すぐにスマホで連絡すると、武良が電話に出た。

「今、誉の同僚って人がアパートに来たんだけど」

「え？」

　武良は意味が分からない様子だったが、歩は続けた。

「私と誉の関係を周囲にバラすって言ってるの。それに、過去に誉が出版社を退職した理由が、私のせいだって言ってた。本当なの？」

　歩が聞くと武良は静かに言った。

「八年前のことだから、もう忘れたよ」

「お願い教えて。苦しんでたのは私だけかと思ってた。悠々と仕事してると思ってた！」

　歩はスマホの前で泣きそうになると、武良が静かに話し始めた。

「確かに、八年前に枕営業を受け入れてると同僚に噂をされて、足を引っ張られた。どうしようもない奴で、俺に実力じゃ勝てないからって、歩との関係をこっそり盗み見て会社にバラすって言ってきたんだ。以前話した怪文書をばら撒かれた話だよ。本当は歩のことも言いふらすつもりだったと聞かされていたが、俺もなんとか歩のことは阻止した。文書はばら撒かれたけど。編集者が枕営業を受け入れたら、昇進どころかクビだろって言われて。でも、俺はもうそういう男がいる会社にもうんざりだったし、今後の自分の為にも、さっさと辞めて起業したんだ。前にも言った通り、歩とは関係ない」

「本当に？」

　歩は涙を溢れさせながら聞いた。

「本当。中には枕営業のせいで辞めさせられたって思ってる人もいるかもしれないけど、俺のこと信じて欲しい」

「ごめんなさい。でも、私、これからどうしたらいいの？　誉の会社の誰かが本当に来てるなら」

「だとしたら、俺がその女性をきっちり裁くまでだよ。そもそも、個人情報を勝手に盗み見て、家に押しかけるなんて警察呼ばれてもおかしくない。女性の特徴を教えて？」

「髪の毛は長くて。パーマがかかってて」

「あ～、誰だか分かった。後は任せて。ちょっとしばらく連絡取れなくなるかも。社内でごたつくと思うから」

「う……うん」

　歩はそう言うと、電話を切った。

　今日のことは武良に全て任せて良かったのだろうかとも思ったが、彼しか彼女の暴走を止めることは出来ないだろう。

　代わりに、しばらく会えなくなると言われていい知れぬ不安が胸を覆った。

（どれくらい会えないんだろう）

　歩は頻繁に武良と会っていたせいで、もはや会えない日があると思うと怖くなるほどだった。

　雛だって、武良に懐いていて会えない週末が来たら駄々を捏ねるかもしれない。

　その前に、一週間も会えないことになったら歩が参ってしまいそうだ。

（どうしよう）

　そんな不安に駆り立てられながら、一日は過ぎ、二日経っても武良からの返事は何もなかった。

　歩は自ら連絡をしようか迷いつつ、邪魔になってはいけないと思い我慢すると、五日なんとか我慢して、武良と会えない時間は一週間を過ぎていた。

　雛は週末に駄々を捏ねて、歩も不機嫌な月曜日を過ごした。

　なんとか雛を送り出したものの、胸にはまた不安が去来する。

（私のこと、面倒だからってまた連絡しないつもりじゃ……）

　歩はぎゅっと胸が痛くなるような気がして、少しでも気持ちを落ち着かせる為に紅茶を飲んだ。

　甘い味がして、一瞬和むのだが、また不安に襲われる。

　八年連絡なく一人で子育てをしたことが思い出されて、一瞬の幸せは紛い物だったんじゃないかと思えてくる。

　少なくとも、武良にとって歩はお荷物になりかねない。

（私と一緒にいる意味ってある？　ただ足を引っ張ってるだけなのに）

　歩はぎゅっとスマホを握り、泣きそうになった時だった。

　スマホが振動して、すぐに相手を確認した。

　武良だ。

　歩はすぐにメッセージを確認すると、驚くことが沢山書いてあった。






『歩、連絡遅くなってごめん。

　家に行った社員は解雇した。前から俺のことが好きだったらしくて、俺もうっすら気が付いてたんだけど、気にしないようにしてたんだ。

　彼女がこんな行動に出たのは俺がちゃんとした態度を示さなかったからだ。歩に辛い思いさせて悪かった。

　それで、周りにもきちんと報告しようと思って婚姻届を持ってきた。今度部屋に行った時に書いて欲しい』






　歩はいきなりの入籍話に驚いて涙が溢れ出てしまった。

　しかも、家に来た女性のことはきちんと対処してくれていて、それも心強かった。

　歩はすぐに返事をして、楽しみに待っていると答えた。






『メールでのプロポーズになるけど、結婚しよう』

『はい』






　歩は涙で頬を濡らしながら、武良のプロポーズを受け入れた。

















第五章　二人目が欲しい












　武良の力によって、歩の部屋に押しかけてきた女性は辞めることになった。

　話によると、以前からお茶汲みは必要ないと言っているのに、武良にだけお茶を淹れたり、お菓子を渡したりと、あからさまな行動をしてきて仕事の邪魔だったそうだ。

　歩に言ってきた、武良の企画が面白くなくなったという点も、彼女の作り話で、武良の企画は今でも社員にとって良い刺激になっている。

　彼女から見たら面白くなくなったかもしれないが、他の社員から評判は落ちていないそうだ。

　一方的に歩を貶める為に自分の意見を言いまくっていただけだと聞かされて、歩はホッとした。

　同時に、そんな人間をどうして武良は雇ったのだろうと不思議に思える。

　話を聞けば、当時はやる気に満ちていて、武良に対しても尊敬の念を持って接してくれていたらしい。

　きっといつからか、尊敬が恋心になって独占欲に変わったのだろう。

　武良と結婚することで、周囲に自慢したかったのかもしれない。

　武良は全く眼中になかったそうで、仕事に集中して欲しかったと肩を落としていた。

　そして彼との結婚式だが、家族だけで済ませた。

　元々はシングルマザーとして八年過ごしていただけに、盛大に行うのも今更だと感じたからだ。

　郊外のこぢんまりとしたチャペルに両家の家族を呼ぶと、歩はウェディングドレスを着た。

　八年越しのドレスには感慨深いものがあり、ドレス選びから悩んでいたが、時間もかけられずに、Ａラインのふわりとしたドレスに決めた。

　当日、武良はグレーのフロックコートを着て、歩は髪の毛を結い上げてもらい、ベールは雛が持った。雛はピンクのドレスを着て愛らしい。

　両家にはわだかまりが完全に消えたとは言えないかもしれない。

　歩の両親にとっては、武良のした行為がふとした瞬間に蘇り、怒りに変わることもあるだろう。

　一方の武良の両親だって、孫がいたなんてと、頭を下げてばかりいた。

　そんな中、結婚式で雛が楽しそうにベールと戯れる姿にみんなが笑みをこぼしていた。

　写真を撮ったり、声をかけたり、歩と武良のことより夢中なように見える。

　もちろん、歩の晴れ姿を写真にたっぷりと撮ってくれて、式は和やかに行われた。

　歩はやっと自分達が夫婦として歩むことが出来るのだと実感しながら、指輪の交換を行なった。

　八年越しに指に嵌るプラチナのリングに、歩はうっとりと目を奪われたほどだ。

　武良はこの日までリングのことは何も教えてくれなかったから、感慨深いものがあった。

　ファーストバイトをしたり、誓いのキスをしたり、恥ずかしくてたまらないことの連続だったが、ようやく幸せの絶頂を手に入れた気がした。

　雛も嬉しそうに武良に懐いて笑みを見せているのが、歩には何よりも嬉しいことでもある。

　今日は、式を挙げ終えて、都内のマンションに引っ越す為に武良と雛とともに荷解きをしていた。

　武良のマンションに住むことも考えたが、一人住まいのマンションに三人が住むのは狭く、そして、雛の部屋を確保することも出来なかった。

　武良は自室を売り払い、新しいマンションを買って雛とともに新しく住もうと提案してくれた。

　雛は友達と別れるのは嫌だと言っていたので、学区を変えることなく引っ越しを済ませた。

　とはいえ、荷物の移動が大変で、捨てるものは一気に捨てて、新しい家具を買ったりして色々と大仕事だった。

　武良は歩との生活が楽しみらしく、始終浮かれていたが、歩はこれから武良と生活すると思うと少し緊張もしていた。

　荷解きをしていると、武良が歩に近づいてきてこそっと耳打ちする。

「子供、もう一人欲しくないか」

「えっ……」

「だって、収入の心配はないし、俺が支えてる分、歩だって……」

「待って……だ、だって……」

　歩は赤面しながら、皿を段ボールから出していく。

　雛の子育てがひと段落しかかっている時に、また一人作るなんて考えても見なかった。

　しかも、今度は正式に夫婦になってからなので、歩の望んでいるような、赤ちゃんグッズを揃えることだって容易いだろう。

「考えといて」

　武良が去って行こうとするので、歩は腕を引いた。

「待って、私も欲しい」

「じゃあ、いい時を見計らって」

　歩はどきりと胸を鳴らせながら、そのいい時とはいつだろうと考える。

　雛が学校に行っている時は、武良だって仕事だし、帰宅したら雛が寝るのを待ってからということになる。

　しかし、壁一枚隔ててなんて、歩には到底出来そうにない。

　これまで、雛と二人きりの時間が長過ぎて、雛への想いが強くなっていたせいだ。

（いつかわからないから、余計に色々考えちゃう）

　歩は悶々としながらも、荷解きを終えて一日かけて引っ越し作業を終わらせた。

　夕飯は適当にピザを取って済ますと、雛は自分の部屋で眠り、歩と武良は新しいダブルベッドで眠ることになった。

　その晩にでも誘われるかと思いきや、武良は先にすやすやと眠ってしまう。

（期待しすぎっ！）

　歩は恥ずかしい思いで眠りにつくと、翌日には武良がキッチンに立って朝ご飯を作ってくれていた。

　雛はすぐに学校に行き、武良はのんびりダイニングテーブルでコーヒーを飲んでいる。

「仕事は？」

「半休なんだ」

「え、聞いてない」

「言ってないから。歩、昨日の夜期待しただろ？」

「そ、それは……」

　歩は恥ずかしくなって俯くと、そろそろと顔を上げた。

「じゃあ、子作り開始だ」

　いきなり言われて、歩は顔を真っ赤にする。

　どこでするのだろうと思っていると、武良が座っている歩を後ろから抱きしめてきた。

「キッチンもいいし、窓辺もいいし、どこでも好きなとこでしよ」

「あの……だって……」

「一回じゃ出来ないだろうから、定期的に休もうかな」

　武良は楽しげに言うと、歩の服をすぐに脱がしてくる。

　そして、キッチンに連れて行かされると、シンクの前に立たされた。

　武良は欲情しているのか、すぐにキスをしてきて胸を揉みしだいてくる。

「ンンッ……あっああっ！」

「歩、もう先端尖ってる」

　ブラをいつの間にかずらし、先端を摘まれて弄ぶので、すぐに反応してしまう。

　歩は喘ぎながら、弾かれる度に体をくねらせた。

「あっあっ！　やぁっ」

「下はどうなってるか確認しないとね」

　すぐにスカートを捲られて、下着を下ろされる。

　そして秘丘を撫でられると、蜜が溢れているのを確認されてしまう。

「あっああっ！」

「もう蜜でたっぷりだ。昨日の夜は、まさか俺の横でしてないよね？」

「してな……だって、二人でベッドで寝るのって、恥ずかしい……」

　歩は頬を火照らせながら、昨夜の喜びを伝えた。

　いつも一人ベッドに体を横たえ、寂しさに耐えていた日々。

　隣に武良がいたらいいのにと思っても、連絡すら取れなくて泣いたこともあった。

　そう思うと、愛しい人が隣で眠っていると思うだけで幸せだったのだ。

　歩は喘ぎながら、武良のことをうっとりと見つめてしまう。

「好き……私、誉のこと以外考えられなくなってる」

「俺も、こんな風になるのは歩だけだ」

　そう言われた歩は蕩けながらも、武良の指先が抜き差しを始めた為、彼の首にしがみつく。

「ああっああっ！」

「ナカは蕩けて、蜜はトロトロで……。舐めていいかな」

「うん」

　歩は恥ずかしさを感じつつ、跪く武良を見つめながらため息を吐いた。

　ジュルっと音を立てて舐めるので、羞恥心を煽られてしまう。

「あっああっ！」

「歩の、美味しいな……甘くてやめられない」

「んんんっ！」

　立つのも辛くなって足をガクガク震わせていると、さらに蜜玉を舌先で転がされる。

「ひあんっ」

「ここ、歩の弱いところ」

　歩は潤んだ瞳で武良を見つめながら、おねだりしそうになる。

「誉……ぇ」

「こんなに欲しがりな奥さんを八年ほったらかすなんて、俺はバカだな」

「私、今凄く幸せだから」

　歩はそういうと、武良に微笑んだ。

　すると武良がすぐに指を二本挿入してきて、抜き差しを始める。

　グチュグチュと卑猥な音を立ててかき混ぜられると、歩は辛くなってきてキッチンに身を預けた。

　武良は歩の恥ずかしそうにする顔を見ながら、弱いところを刺激してくる。

「あっあああっ！」

「指だけでもイキそうだね？」

　武良に言われて、歩は声も出せずに頷いた。

　はぁはぁと息を乱して、腰を揺らしてしまう。

「誉……私……今日、凄く体がアツい……もう、欲しい」

　歩は訴えると、武良は歩の片足を抱えて、ねじ込むように挿入してくる。

「あああああっ！」

　強引な格好にさせられて、武良にしがみつく。

　そのまま抜き差しされると、子宮が刺激されて歩は一気に蕩けてしまう。

「あっああっ！　奥にいっぱい当たるっ」

「歩のナカ、いつもより締まる……」

　武良が腰を使うので、歩も揺さぶられて腰を使うと次第に恍惚とした笑みを漏らしてしまう。

　蕩けてしまうと、武良は体位を変えて後ろから突き上げる格好にさせられる。

　尻を突き出す格好になると、思い切り貫かれた。

「あっああああっ！」

　歩は何も考えられなくなってたわわな胸がゆさゆさと揺れると、今度はそれを武良が後ろから鷲掴みにして揉んできた。

「ひあんっ……ああっああっ！」

「歩……歩っ！」

「誉っ……っ」

　突き上げられて、パンパンと音が鳴るほどになると、最奥をズンズンと突き上げられる。

　子宮を何度も揺さぶられる感じがして、歩は一気に頂きを昇り詰めてしまう。

「ああっあああっ！　イクっ！」

「俺も……っ」

　その刹那、白濁がたっぷりと歩の体内に放出された。

「ああああっ！」

　歩はがっくり崩れると、武良が抱きかかえた。

　息を乱していると、白濁が足を伝い落ちてくる。

「歩、まだしたいだろ？」

「……うん」

　よろよろと歩きながら、歩は窓辺に立たされる。

　窓の外は何もないが、遠くにはマンション群が立ち並び見えていないか冷や冷やするような光景だ。

「見えない？」

「見えないけど、見えそうだからいいんじゃないか」

　武良に言われて、歩はどきりと胸を鳴らす。

　こんな風に楽しむセックスなんて、きっと二度としないと思っていた。

　武良は子作りと言っているが、これまでの八年間を取り戻すための行為でもあると思える。

　窓に手をつかされて、尻を突き出すと武良がわざと焦らして指先で秘丘を撫で回してきた。

「あっ……あっ……っ」

「欲しくなったら自分で欲しがって」

「私……」

　歩は気持ちを固めると、振り向いて武良の前に跪いて、猛りを口に含んだ。

「歩っ!?」

「うまく出来るかわからないけど……したいの」

　歩は慣れない手つきで弄りながら、口内の熱を吸い付いたり舐めたりして懸命に扱しごきあげる。

「うっ……歩……」

「これでいい？」

　上目で見ると、武良が恥ずかしそうに顔を逸らした。

「もっと奥に咥えてほし……い」

「こう？」

　そろそろ口に含み直すと、武良はそれだけで喘ぐ。

「うっ……くっ……歩、こういうことしたことあるだろ」

「ないわ……んっんっ」

　丁寧に裏を舐めたり舌を使い先を舐めたりしていると、苦味が口に広がり始めた。

　歩は武良が喜んでくれているのだと思い、さらに懸命に口で扱き、手でサワサワと摩る。

　すると、武良が忙しなく息を漏らし始めた。

「はぁ……っ……はぁ……」

　武良が気持ちいいと思ってくれていると思うと嬉しくなり、歩は丁寧に熱を舐め回す。

　すると武良が予告なしに口内に熱を放出した。

「ンンッ」

　いきなりのことで驚いて飲み干してしまうと、武良が赤面して放心状態でいる。

「ごめん。制御不能になった」

「初めてで、私もうまく出来なくて。これで良かった？」

「……こんなことされると、毎晩襲いたくなるだろ」

　武良に言われて、歩は武良を刺激してしまったとハッとした。

　毎晩子作りだと言われたらどうしようかと思っていると、彼はボソッと言った。

「毎晩子作りでもいいよな」

「だって……それは……」

「声が出ないようにすればいいから」

　武良は我慢出来ないとばかりに歩を立たせて、尻を突き出す格好にさせられる。

　先ほど放出したばかりなのに、猛りはもう雄々しく天を仰ぎ、蜜口にあてがわれた。

「あっ……」

「ごめん、今日は会社休むかも」

「だ、だって」

「子作りの時間が足りない」

　そう言うなり、一気に貫かれると歩は一気に最奥まで刺激されて頭が蕩けてしまう。

「あっああああっ！」

「ナカ、まだすごい締まる……」

「あっ……誉……ぇ」

　歩は悶えながら、自らも腰を揺さぶった。

　武良に何度も抜き差しをされていると、内壁を擦られて一気に果てそうになる。

「あっああっ！　イっちゃっ！」

「感じやすいな、歩……」

　たわわな胸を思い切り揺らしながら、歩は熱を何度も奥に当てられて、体が悲鳴を上げそうだった。

「あっああっ！」

　ズンズンと貫かれていると、頭の中が蕩けて何も考えられなくなる。

　次第に頂きを昇り詰めてしまい、うわ言のように武良の名前を呼び始めてしまう。

「誉っ誉ぇ……っ」

「歩っ」

　その刹那、白濁はまたたっぷり注がれて、歩は体を震わせて悦んだ。

「あああああっ！」

　思い切り果ててしまうと、武良は歩を抱きしめて後ろからキスを浴びせてくる。

「止められない、歩」

「私も、誉」

　二人の熱量は八年の時を経て、倍増し、その日は何度も抱き合い、歩と武良は愛を確かめあった。

　昼下がりに二人がベッドの上で力尽きると、歩は武良に甘えながらひとときの休息とばかりに眠りに落ち、幸せを噛み締めた。
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